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出
か
け
た
く
な
る
ま
ち
に
は
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
。

未
知
の
『
こ
と
』、『
人
』
と
出
会
う
場
。

知
っ
て
い
る
、
わ
か
っ
て
い
る
と
当
た
り
前
に
思
い
こ
ん
で
い
た
こ
と
に

改
め
て
新
た
な
発
見
が
で
き
る
場
。

認
め
合
い
な
が
ら
、
共
に
創
り
、
語
る
場
。

そ
ん
な
場
が
あ
る
『
ま
ち
』
に
は
、
世
代
を
超
え
て
市
民
が
集
う
。

そ
ん
な
場
が
あ
る
『
ま
ち
』
は

持
続
・
成
長
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
決
し
て
失
わ
な
い
。

そ
し
て
伝
統
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
ク
ロ
ス
す
る
開
か
れ
た
場
で
こ
そ

つ
む
が
れ
て
い
く
。

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
は
、
そ
ん
な
場
を
ま
ち
に
出
現
さ
せ
、

『
ま
ち
』
を
動
か
す
底
力
を
生
み
出
し
て
い
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

は
っ
ち
を
拠
点
に
、
世
代
を
超
え
て
市
民
が
集
い
、

八
戸
三
社
大
祭
に
ま
つ
わ
る
人
々
の
営
み
に

文
化
的
価
値
を
探
り
出
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
山
車
作
り
の
場
の
よ
う
な
創
造
活
動
を
通
し
て

多
様
な
人
々
が
交
流
す
る
場
を
持
続
的
に
展
開
す
る
。

祭
り
を
支
え
る
市
民
の
多
様
な
力
、
技
、
知
恵
、
美
意
識
に
着
目
し
な
が
ら
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
力
を
借
り
て
、

参
加
す
る
こ
と
で
こ
の
祭
の
本
質
的
な
価
値
を
体
感
す
る
場
を
創
り
出
す
。

市
民×

山
車
組×

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
共
創
が

祭
を
支
え
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
可
視
化
し
、

次
代
に
つ
な
い
で
い
く
力
を
生
み
出
し
て
い
く
。

2016

2017

2018

2019

2020

■住中浩史×山車組×縦糸横糸合同会社

　山車組訪問とリサーチ活動

　2016.6 月 - 8 月

■公民館・町内会への働きかけ

■「はちのへスケェターず」の

　取材・執筆活動

■「八戸 88ストーリーズ」編纂

■「八戸 88ストーリーズ」展覧会

　2017.4 月 - 5 月

■住中浩史×山車組

　「山車づくり応援企画実験室」

　2017.5 月 - 9 月

■「八戸 88ストーリーズ」発行

　2017.10 月

■縦糸横糸合同会社×山車組

　子どもたちによる山車小屋訪問と番組作り

　「8.3 チャンネル」2017.7 月 - 8 月

■8.3 チャンネル＋山車づくり応援企画実験室

　DASHIJIN 写真・映像展

　2017.9 月 - 10 月

■縦糸横糸合同会社×吉川由美

　教育プログラム・教材映像制作

　と市内小学校でのトライアル授業

　2018.9 月 - 11 月

■プロジェクト記録映像制作

　「教育プログラムトライアル授業」

　「DASHIJIN LAND」

■山車組ツアー・ワークショップ

　「DASHIJIN なりきりツアー」

　2019.6 月 - 7 月

■市民×山車組×KOSUGE1-16

　「八戸三社大祭スモールワールド」

　制作と運営

　※新型コロナ非常事態宣言により中止

■市民×山車組×KOSUGE1-16×演劇人

　「DASHIJIN  LAND」

　2019.2 月

　市民ワークショップ

　2019.1 月 - 2 月

　DASHIJIN トーク　2019.2 月

■山車組×KOSUGE1-16×大澤未来

　山車飾り造形制作の

　プロセス・サンプル教材と教材映像

　の制作

はっち と

■山車組×KOSUGE1-16×大澤未来×吉川由美

　小学校教育プログラム制作と

　上記のための指導用ハンドブックの制作

■教材と教育プログラムの展示説明会

　2020.12 月

年表
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八戸の人びとの物語を高校生の視点で掘り起こそう！

はちのへスケェターず

きぐスケ
！
かぐスケ！かだるスケ！

「かだる」は、
南部弁で

「参加する」と
いう意味！

取材と文章
聞く書く講座

テーマを見つける聞き出す・感じとる・伝える文章を磨く

取材先を決める

高校生のための特別講座開催！インタビューのコツや取材やまとめ方の基礎を学びましょう。八戸にまつわるさまざまな物語を取材し、フォーカスすべきテーマを見つけ、文章で描き出す。その基礎力を身につけるための講座です。

みなさんに取材していただきたいテーマを提示します。取材してみたいテーマを選んでいただき、日程調整をします。　

メール・電話で連絡を
取り合い、はっちが取
材先との日程調整を行
います。

取材先でイン
タビューしま
す。複数の取
材にチャレン
ジすることも
できます。

取材のあと一週間
以内に文章にまと
め て く だ さ い。
800～1600 字程度
にまとめ、第１稿
をはっちに送って
ください。

何度か原稿をや
りとりし、完成
へ。

八戸市市制 88 周
年記念展に展示し
ます。（はっち）

取材先の資料
集めや下調べ

●取材～完成までの流れ
11/6 11/6～11/14 頃 11/13～12/27 頃 11/13～1/15 頃 11/13～1/30 頃

2月 4月下旬～５月下旬
取
材
に
行
こ
う
！

取
材
日
程
調
整

書
い
て
み
よ
う
！

聞
く
書
く
講
座
受
講

完
成

発
表
・
展
示

取
材
・
ま
と
め
・
推
敲

※

推
敲
は
講
座
講
師
が
お
手
伝
い
し
ま
す

と　き　11月 6日 ( 日 )14:00～15:30ところ　はっち５階レジデンス E講　師　吉川由美（はっち文化創造アドバイザー）

わたしは
食べものの
エピソードを

里山にも
興味深い話題が
いっぱい

「かだる」は、
南部弁で

歴史を
たどって
物語を探す船の話なしに

八戸は
語れない！

イカ、
デコトラ…
すべてが

“レガシー”

八戸ポータルミュージアム はっち〒031-0032　
八戸市三日町 11-1（担当：清水・岩舘・榊原）TEL 0178-22-8228 　FAX 0178-22-8808　E-mail  hacchi@city.hachinohe.aomori. jp

お問い合わせ・お申し込み

2016年度

　

２
０
１
６
年
12
月
１
日
に
、
八
戸
三
社
大
祭
の
山

車
行
事
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
」
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
の
祭
り
の
特
色
と

も
い
え
る
山
車
は
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
造
型
や
色
彩

で
、
独
特
な
オ
ー
ラ
を
放
つ
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動

勢
と
華
や
か
に
組
み
上
げ
ら
れ
る
造
形
物
が
、
山
車

の
上
に
物
語
を
描
き
出
す
。
浮
世
絵
や
ア
ニ
メ
の
よ

う
に
、
大
胆
で
自
由
で
、
ま
さ
に
風
流
山
車
と
呼
ば

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

こ
の
山
車
の
造
形
が
、
物
語
を
伝
え
る
卓
越
し
た

力
を
持
つ
こ
と
に
着
目
し
て
、
八
戸
の
ま
ち
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
に
、
そ
の
場
所
に
ち
な
ん
だ
立
体
的
な

絵
巻
物
を
展
開
で
き
な
い
か
。
は
っ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
」
が
２
０
１
６
年
度
に
ス
タ
ー

ト
す
る
。

　

市
民
の
取
材
チ
ー
ム
「
八
戸
ス
ケ
ェ
タ
ー
ず
」
が

市
内
の
津
々
浦
々
を
取
材
し
、
市
内
各
所
に
根
ざ
し

はちのへスケェターず
　　と八戸88ストーリーズ

●
石
屋
知
里

●
今
井
田
夏
実

●
岩
舘
千
和

●
大
南
久
美
子

●
大
村
澪
由

●
小
笠
原
彩
子

●
上
野
幸

●
工
藤
恵
美
子

●
慶
長
洋
子

●
河
野
秀
清

●
榊
原
由
季

●
佐
々
木
彩
子

●
佐
々
木
結
子

●
佐
藤
梨
香

●
澤
村
春
音

●
清
水
輝
大

●
下
田
智
美

●
下
斗
米
一
哉

●
瀬
川
征
吉

●
堰
端
う
ら
ら

●
高
森
栄
子

●
田
名
部
遥

●
寺
井
麻
衣
子

●
寺
下
友

●
中
居
亜
希
子

●
中
上
千
壽
子

●
中
野
桃
花

●
中
村
邦
英

●
長
崎
泰
一

●
西
久
保
真
美

●
根
市
遥
香

●
橋
本
淳
一

●
長
谷
川
桃
華

●
播
磨
李
香

取材・文

取材に参加し、ショートストーリーをまとめた
「八戸スケェターず」のみなさんです。
それぞれのストーリーブックにプロフィールを
掲載しています。

●
松
橋
広
美

●
松
原
新
一

●
松
原
情
音

●
三
浦
穂
乃
佳

●
宮
沢
日
菜
子

●
室
谷
楓
香

●
山
本
裕
美

●
吉
川
由
美

●
淀
川
智
惠
子

●
渡
邊
杏
果

　
　
（
敬
称
略
）

はちのへスケェターず

　

八
戸
市
市
制
施
行
88
周
年
を

記
念
し
、
次
年
度
以
降
の
は
っ

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
」
へ
の
展
開
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
八
戸
市
内
で
取
材
し
て
一
冊

の
本
に
ま
と
め
る
市
民
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。

　

取
材
・
執
筆
し
た
の
は
、
高

校
生
か
ら
70
代
ま
で
の
市
民
有

志
44
人
。
名
付
け
て
『
は
ち
の

へ
ス
ケ
ェ
タ
ー
ず
』
で
あ
る
。

「
見
る
ス
ケ
！
聞
く
ス
ケ
！
か

だ
る
ス
ケ
！
」（
見
て
、聞
い
て
、

何
よ
り
参
加
！
）
と
い
う
精
神

の
も
と
、
ス
ケ
ェ
タ
ー
ず
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
は
、
取
材
に
出
か

け
た
。

　

取
材
に
当
た
っ
て
は
、
市
内

24
公
民
館
の
皆
様
を
は
じ
め
各

地
域
の
方
々
に
情
報
を
ご
提
供

い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
え
て
く
だ
さ
る
方
々
を
探
し

出
し
て
、
多
彩
な
物
語
を
掘
り

起
こ
し
た
。
ま
と
め
ら
れ
た
88

ス
ト
ー
リ
ー
ズ
は
、
歴
史
、
風

習
、
産
業
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

暮
ら
し
な
ど
の
多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
に
わ
た
る
。『
は
ち
の
へ
ス

ケ
ェ
タ
ー
ず
』
の
み
な
さ
ん
は
、

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
高
広

さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

推
敲
を
重
ね
て
書
き
上
げ
た
。

そ
こ
に
は
、
八
戸
で
生
き
た
人

の
実
像
や
、
今
を
生
き
る
人
々

の
姿
、
そ
し
て
八
戸
の
ま
ち
に

刻
み
込
ま
れ
た
光
と
影
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。

　

歴
史
の
中
に
、
市
井
の
人
々

ひ
と
り
ひ
と
り
が
生
き
た
証
が

あ
ぶ
り
出
さ
れ
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
が
そ
の
歴
史
と
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

さ
さ
や
か
な
日
々
の
出
来
事
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
生
が
、
長
い
時

間
の
流
れ
の
中
に
折
り
重
な
っ

て
、
ま
ち
は
形
づ
く
ら
れ
て
い

く
。

　

そ
の
こ
と
を
、
本
の
編
纂
と

88
の
物
語
の
展
示
を
通
し
て
、

再
発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

寒
い
け
ど 

あ
っ
た
か
い

忍
耐
強
く 

艶
っ
ぽ
い

荒
々
し
く
て 

繊
細

悲
し
く
て 

お
か
し
い

な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も

や
っ
ぱ
り
愛
お
し
い

わ
た
し
た
ち
の 

八
戸た

88
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
き
お
こ
し
た
。
こ
う
し
て

昔
話
や
伝
説
、
現
代
を
生
き
る
人
々
の
物
語
ま
で
幅

広
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
「
八
戸
88

ス
ト
ー
リ
ー
ズ
」
が
完
成
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
写
真
と
短
い
文
章
で

展
示
す
る
展
覧
会
が
、
八
戸
市
市
制
施
行
88
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
、
２
０
１
７
年
４
月
28
日
か
ら
５

月
21
日
ま
で
、
シ
ア
タ
ー
１
を
中
心
に
は
っ
ち
全
館

と
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
た
、は
っ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
」

で
の
造
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
の
方
法
を
探
ろ
う

と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
住
中
浩
史
さ
ん
と
東
北
の
地

域
文
化
（
郷
土
芸
能
、
祭
り
）
に
関
わ
る
縦
糸
横
糸

合
同
会
社
の
小
岩
秀
太
郎
さ
ん
、
山
田
雅
也
さ
ん
が
、

山
車
を
制
作
す
る
現
場
を
リ
サ
ー
チ
し
た
。

　

彼
ら
は
、
す
べ
て
の
山
車
小
屋
を
訪
ね
て
対
話
を

重
ね
た
。
住
中
さ
ん
は
作
り
手
の
視
点
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
山
車
組
の
特
長
や
山
車
作
り
の
技
を
探
り
出

し
た
。
山
車
制
作
を
手
伝
っ
た
り
、
山
車
の
曳
き
子

と
し
て
お
祭
り
に
参
加
し
た
り
し
な
が
ら
、
山
車
が

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
現
場
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
体
験
的

に
取
材
し
て
い
っ
た
。
小
岩
さ
ん
、
山
田
さ
ん
は
、

山
車
組
の
制
作
現
場
を
陰
で
支
え
て
い
る
炊
き
出
し

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の
活
動
や
、
門
付
け

な
ど
に
密
着
し
て
、
こ
れ
ま
で
光
が
当
た
る
こ
と
の

な
か
っ
た
「
祭
り
を
支
え
る
」
人
々
の
存
在
を
掘
り

起
こ
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
Ｎ
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
く
れ
た
。
仕
事
を
終

え
て
か
ら
、
自
身
の
時
間
を
山
車
作
り
に
捧
げ
る
山

車
組
の
方
々
の
姿
に
、
敬
意
を
表
し
て
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
だ
っ
た
。

▲完成した「八戸 88ストーリーズ」

▲はちのへスケェターずの募集は高校生にも行い、
　高校に出張しての文章講座も実施した。
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関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
の
話
を
見
つ
け
や
す
く

す
る
た
め
に
、
88
の
物
語
を
８
つ
の
「
ｊ
ｉ

ｎ
」
に
分
類
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語

と
の
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

「
さ
さ
え
ｊ
ｉ
ｎ
」

人
の
心
を
さ
さ
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
さ

さ
え
る
人
。

「
八
戸
愛
ｊ
ｉ
ｎ
」

八
戸
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
八
戸
の
ま
ち
づ

く
り
や
Ｐ
Ｒ
に
貢
献

し
て
い
る
人
。

「
え
ん
の
し
た
ｊ
ｉ
ｎ
」

見
え
に
く
い
舞
台
の

裏
側
で
力
を
発
揮
し

て
い
る
縁
の
下
の
力

持
ち
。

「
継
承
ｊ
ｉ
ｎ
」

時
代
か
ら
時
代
へ
、

人
か
ら
人
へ
、
も
の

ご
と
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
地
道
に
活

動
し
て
い
る
人
。

「
事
始
め
ｊ
ｉ
ｎ
」

初
め
て
の
何
か
を
起

こ
し
た
人
。

「
工
夫
ｊ
ｉ
ｎ
」

何
か
を
探
求
し
、
工

夫
に
工
夫
を
重
ね
て

新
た
な
も
の
を
創
り

出
す
人
。

「
伝
説
ｊ
ｉ
ｎ
」

八
戸
の
レ
ガ
シ
ー
を

生
み
だ
し
た
伝
説
の

主
役
。

「
育
て
ｊ
ｉ
ｎ
」

人
を
育
て
、
こ
と
を

育
て
る
人
。

2016年度

はっち全館に展示中の 88 のストーリーを読みながら、スタンプを 8つ集めてください。
３つのクイズにお答えいただき、4階カウンターにお持ちください。

○4階「NO.75 寅吉と賢治」より出題○ 2 階「NO.24死者と心を通わせる場で」より出題

このお話に出てくる神楽が演じられ
るのはどんな場所？

山車を守るため山車の上で寝る役目
の人を内丸山車組ではなんと呼ぶ？

かつての前原時計店の風景が描かれ
ている賢治の著作のタイトルは？

○ 1 階「NO.33『27 分の１』体験」より出題

八戸88ストーリーズ　スタンプラリー！

CHECK POINT

1

CHECK POINT

2
CHECK POINT

3
CHECK POINT

4

CHECK POINT

6

CHECK POINT

5

CHECK POINT

7
CHECK POINT

8
お名前

お住まいの町名

クイズ 1 クイズ 2 クイズ 3

88の
物語
を読
んで

88周
年缶
バッ
ジを
ゲッ
ト！

市民が掘り起こした八戸の88ストーリーズ

88 の物語をなるべく多く閲覧していただくためスタンプラリー
も実施。コンプリートしてクイズに答えると、
ノベルティーの缶バッジを贈呈。

展示は物語にまつわる
「もの」の展示なども含め
はっち シアター 1を
中心に全館に展示を分
散した。シアター 1に
は、読書コーナーを設
け、じっくり読んでい
ただけるようにした。
ブックセンターにも一
部を展示。

▲
▲
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2016年度
山車小屋訪問東北六魂祭にも密着

祭りにも「かだって」みた

「門付け」

山車組を支える人たちとの出会い

山
車
作
り
ま
っ
最
中
の
市
内
27
山
車
小
屋
を

訪
ね
歩
い
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
住
中
さ
ん
、

縦
糸
横
糸
合
同
会
社
の
山
田
さ
ん
が
、
八
戸

三
社
大
祭
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

撮
影
し
た
。
山
車
作
り
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
関
わ
っ

て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
道
具
や
材
料
が
使
わ

れ
て
い
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
サ
ー
チ

を
行
っ
た
。
世
代
を
超
え
た
人
た
ち
が
集
ま

り
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
山
車
を
作

り
続
け
て
い
る
現
場
は
、
刺
激
に
満
ち
て
い

た
。

こ
の
年
の
リ
サ
ー
チ
活
動
が
、
こ
の
後
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開
の
も
と
と
な
っ
た
。

撮
影
し
た
映
像
は
２
０
１
７
年
度
の
住
中

さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
３
本
の
ム
ー

ビ
ー
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

山
車
作
り
だ
け
で
は
な

く
、炊
き
出
し
や
着
付
、

祭
り
行
列
へ
の
お
ふ
る

ま
い
な
ど
、
実
に
多
く

の
人
々
が
祭
り
を
支
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
舞
台
裏
で
動
い
て

い
る
人
々
の
も
と
へ
も

お
邪
魔
し
、
リ
サ
ー
チ

を
行
っ
た
。

新
井
田
附
祭

振
興
会
は
地

域
の
病
院
や

高
齢
者
施
設

に
立
ち
寄
り

山
車
を
披
露

し
て
い
た
。

門
付
け
の
登
板
表
を
掲

示
し
て
い
る
山
車
組
も

あ
っ
た
。

い
た
だ
い
た
ご
祝
儀
や
差
し
入
れ
な

ど
を
掲
示
。
地
域
の
人
た
ち
の
支
援

に
感
謝
し
つ
つ
、
山
車
組
の
み
な
さ

ん
は
活
動
し
て
い
る
。

住
中
さ
ん
は
、山
車
小
屋
で
の
リ
サ
ー

チ
を
兼
ね
て
、
複
数
の
山
車
作
り
を

手
伝
い
に
行
っ
た
。
ま
た
、
鍛
冶
町

附
祭
若
者
連
の
祭
り
行
列
に
参
加
し

て
山
車
を
曳
く
な
ど
、
山
車
組
の
一

員
と
な
っ
て
祭
り
を
体
感
し
た
。

こ
の
年
は
青
森
市
で
行

わ
れ
た
東
北
六
魂
祭
に

八
戸
三
社
大
祭
が
出
場
。

全
山
車
組
が
集
ま
っ
て
、

大
観
衆
に
山
車
を
披
露

し
た
。
住
中
さ
ん
が
そ

の
様
子
を
取
材
し
た
。

小
岩
さ
ん
、
山
田
さ
ん
が
注
目
し

た
の
は
、
祭
り
期
間
に
行
わ
れ
る

「
門
付
け
」。
地
域
社
会
に
祭
り
を

支
え
る
心
と
仕
組
み
が
生
き
て
い

る
こ
と
と
、
門
付
け
に
対
す
る
地

域
の
対
応
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
実
態
も
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

リサーチ
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　・おマツリカメラの使い方研究会＠はっち
　・ロケハン：3神社（神明宮、おがみ神社、長者山新羅神社）
　                の山車小屋
　・写真選考会＠はっち

 
　※一日体験コースと同一プログラムです

 
　・マツリTV番組の作り方ワークショップ＠はっち
　・マツリポート（取材・撮影）＠山車小屋

 
　・マツリポート（取材・撮影）＠山車小屋

 
　・「八戸三社大祭」本番のマツリポート
　＠山車小屋＆八戸三社大祭会場

 
　・マツリ TV番組づくり体験＠はっち

 
　9月 15日 ( 金 )～10月 1日 ( 日 )＠はっち５階共同スタジオ

八戸の8、三社大祭の3、そしてお祭りの「発展」
を願って名付けられた、八戸のお祭りおっかけ
仮想テレビ局のプロジェクト。八戸のそこここ
で 365 日繰り広げられているお祭りを、新し
い視点で「マツリポート（取材・記録・発信）」
することで、八戸のお祭りへの魅力的な関わり
方と継承方法を、みんなで共有し考えよう。

★マツリポーターコース★マツリポーターコース ★一日体験コース★一日体験コース

■局長   /  コイワシュウタロウ
■プロデューサー  /  ヤマダマサヤ
■カメラマン  /  ミツヅカヒロ

八戸三社大祭は、3つの神社のお祭り。3つの神社のまわ
りには山車をつくっている「山車小屋」があります。そ
れぞれの山車小屋を訪れて、そのヒミツをおマツリカメ
ラで撮影しよう。

八戸三社大祭の山車のすごさに、マツリポーターがせま
る！なかなか見ることができない「山車小屋」とお祭り
当日の DASHIJIN に突撃取材します。
誰も知らない、だけどみんなに教えたい山車のヒミツ、
お祭りのヒミツの番組をつくって、上映しよう。

８．３チャンネルスタッフ

対象　：小学生以上中学生以下
　　　　（小学 3年生未満は保護者同伴）
定員　：一日体験コース 40 名程度
　　　　マツリポーターコース 20 名程度
参加費：無料

「マツリTV番組をつくってみよう」「マツリTV番組をつくってみよう」 「みんなカメラマン」「みんなカメラマン」

① 2017 年 6月18日（日）　午後1時～夕方まで
　 

② 7 月 2日（日）　お昼ごろ～夕方まで
　 
　 

③ 7 月 23日（日）　お昼ごろ～夕方まで
　 

④ 8 月 3日（木）　お昼ごろ～夕方まで
　 
　 

⑤ 8 月中旬～9月中旬（予定）
　 

★マツリ TV番組上映会・マツリ写真展
　 

2017 年 6月18日（日）　午後1時～夕方まで
 

2017年度

　

２
０
１
７
年
春
、
八
戸
立
体
絵
巻
制
作
を
目
指
し
、

住
中
浩
史
さ
ん
は
、
山
車
組
と
市
民
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
醸
成
し
よ
う
と
「
山
車
づ
く
り
応

援
企
画
実
験
室
」
を
開
始
し
た
。
は
っ
ち
５
階
に
山
車

小
屋
各
所
か
ら
お
借
り
し
て
き
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
彫

刻
や
人
形
、
昭
和
の
頃
の
山
車
の
写
真
、
前
年
度
に
全

山
車
組
を
リ
サ
ー
チ
し
て
撮
影
し
た
映
像
展
示
な
ど
を

２
カ
月
以
上
に
渡
っ
て
行
い
、
八
戸
工
業
大
学
感
性
デ

ザ
イ
ン
学
部
の
皆
川
俊
平
先
生
と
学
生
た
ち
と
協
働
で

山
車
作
り
支
援
や
展
示
を
行
っ
た
り
、
週
末
に
は
山
車

小
屋
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
、
山
車

を
構
成
す
る
造
形
物
の
詳
細
を
じ
っ
く
り
見
た
り
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
素
材
が
登
場
す
る
前
の
山
車
の

美
し
さ
を
再
発
見
し
た
り
し
た
。

　

住
中
さ
ん
自
身
も
足
繁
く
山
車
小
屋
を
訪
れ
て
、
山

車
作
り
に
参
加
す
る
中
で
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
曲
線

的
に
加
工
で
き
る
手
作
り
熱
線
カ
ッ
タ
ー
を
提
供
す
る

な
ど
し
て
、
よ
り
深
い
信
頼
関
係
を
結
ん
で
い
っ
た
。

住
中
さ
ん
の
実
践
が
、
山
車
組
の
方
々
と
の
パ
イ
プ
を

醸
成
し
た
。

　

小
岩
さ
ん
と
山
田
さ
ん
に
映
像
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
三

塚
比
呂
さ
ん
が
加
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
山
車

小
屋
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
山
車
小
屋
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作

す
る
「
８
・
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
行
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
は
好
奇
心
全
開
で
山
車
小
屋
を
冒
険
し
、
山
車
組
の

人
た
ち
に
質
問
を
ぶ
つ
け
た
。
山
車
制
作
で
忙
し
い
時

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
山
車
小
屋
で
も
子
ど
も
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
の
懐
の
深
さ
や
誠
実
さ
に
感
動

を
覚
え
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
行
し
て
い
っ
た
。

敷
居
が
高
そ
う
に
見
え
る
山
車
小
屋
は
、
実
に
開
か
れ

た
場
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が

寄
り
合
っ
て
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
を
作
る
。
そ
の
数
ヶ

月
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
造
形
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
参
加
す
る
者
た
ち
に
多
く
の

学
び
や
他
者
と
関
わ
り
合
う
喜
び
を
も
た
ら
し
て
い
る

こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

東
北
の
芸
能
や
祭
り
に
精
通
し
て
い
る
小
岩
さ
ん
と

山
田
さ
ん
は
、
特
に
「
門
付
け
」
に
着
目
し
た
。
山
車

組
が
門
付
け
し
て
歩
く
先
に
、
そ
れ
に
応
え
る
住
民
の

姿
が
あ
る
。
地
域
の
た
め
に
奉
仕
す
る
人
々
と
そ
の
こ

と
に
感
謝
す
る
人
々
の
心
と
心
が
通
い
合
う
関
係
性
が

息
づ
い
て
い
る
一
方
で
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
薄

れ
る
中
、
そ
の
関
係
性
に
も
影
が
差
し
始
め
て
い
る
こ

と
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
、
学
生
た
ち
も
山
車
小
屋
へ
！

　
　

ダ
シ
ジ
ン
た
ち
の
情
熱
に
触
れ
る

▲山車小屋に取材に行く前に
　インタビューやカメラの使
　い方を勉強中

▲まつりんぐひろばの山車小屋
　で山車作りを見学

▲緊張しながらも懸命にイン
　タビューと撮影を敢行

▲この日、内丸親睦会には神主さん
　が来て安全祈願が行われていた
　子どもたちも一緒に参加
　

▲お祈りも特別に体験させて
　もらえた！

▲山車小屋でのインタビュー内容
　をみんなで検討

▲上組町若者連山車組で山車作りに
　ついてインタビュー！撮影係、カ
　ンペ係も真剣

▲番組を作り終えて打ち上げ
　「かんぱーい！」

　

山
車
小
屋
に
は
わ
く
わ
く
す
る
発
見

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
一
生
懸

命
山
車
を
作
っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
み

ん
な
と
て
も
や
さ
し
か
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
取
材
映
像
は
番
組
に

編
集
さ
れ
８
・
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
＋
山
車

づ
く
り
応
援
企
画
実
験
室 

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ 

写
真
・
映
像
展
で
発
表
さ

れ
た
。

10



1112

2017年度

住中浩史
アートという価値観を通じ、地域社会の中
でその場・その時とシンクロしつつ、そこ
に自分を通じて付加できる価値観や物語を
探し加える活動を行っている。地域 『で』 
アート活動を行うのではなく、その地域 
『の』 アートとは何かを絶えず模索しなが
ら、実際に制作・行為・会話の中で実践し
ている。近年は、表現の専門家のためでな
い『場』づくりや様々な地域・場での活動
を丁寧に記録する活動も行っている。

　山車組のこだわりや造形力を間近で見られる山車人形や発泡スチロール彫刻の展示や八戸工業大学感性デザイン学部の１年生が、山車作りを手伝った
▼その活動の記録も展示された「８・３チャンネル＋山車づくり応援企画実験室DASHIJIN 写真・映像展」（2017.9.15-10.1） 

▲大学生たちの記録展示

▲行列の後の打ち上げでは
　子どもたちも一緒に乾杯！

▲３時のおやつ　しっかり休憩して
　また集中

▲地域の方々からもさまざまな差し入れ
　をいただく
　

▲お昼を食べて、午後もがんばるぞ！
　

▲衣装を作る部屋では子どもたちが
　遊んでいた
　

▲夜はお囃子の練習が行われる
　

▲屯所の中で発泡スチロール彫刻
　が作られている
　

▲山車組の人が食べていたお弁当
　のことも聞いてみた
　

▲「どうして寝ないで山車を作っている
　んですか？」「なぜかなぁ・・」
　

▲山車作りのまっ最中の日曜、炊き出し
　をみんなでありがたくいただく

▲小学生からおじいさん世代まで
　山車組では世代を超えたおつきあい

▲おかあさんたちが朝から
　作ってくれた昼ご飯

▲ミニ山車作りも有志により行われた ▲人形用の兜をかぶってみた ▲朔日町附祭の行列に参加する住中さん（右）と
　大学生たちや皆川先生（前列右から３人目）
　

▲山車小屋からお借りした
　さまざまなアイテム

▲山車飾りの造形の詳細を
　じっくり観察できる

▲５階レジデンスには市民のほか
　観光客もやってきた
　

▲何度も描き直して使う人形 ▲炎などの発泡スチロール彫刻や兜
　なども触れながら鑑賞

▲猿の表情など遠くから見てもはっきり
　見えるように描かれている

▲昭和の頃からの山車のアーカイブ ▲竹や紙などで作っていた時代の造形
　もすばらしい

　

住
中
さ
ん
は
リ
サ
ー
チ
を
も
と
に
、
自
ら
が
滞
在
し

て
い
る
は
っ
ち
５
階
共
同
ス
タ
ジ
オ
の
レ
ジ
デ
ン
ス

ル
ー
ム
に
「
山
車
づ
く
り
応
援
企
画
実
験
室
」
を
開
設

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

八
戸
三
社
大
祭
の
山
車
に
ま
つ
わ
る
文
化
は
、
創
造

性
と
協
働
性
（
山
車
製
作
）、
伝
統
へ
の
参
加
の
シ
ス
テ

ム
（
笛
太
鼓
、
山
車
運
行
）・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
（
町
内
会
や
お
母
さ
ん
た
ち
の
支
援
態
制
）
と
様
々

な
意
義
と
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
山
車
作
り

に
関
わ
る
人
の
減
少
、
曳
き
手
の
減
少
な
ど
問
題
も
抱

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
自
ら
が
『
意
義
と
価
値
を
ど
う
伝
え

る
か
』、『
問
題
に
対
し
て
ど
う
や
っ
た
ら
解
決
で
き
る

か
』
を
考
え
続
け
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
の
小
さ
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
実
験
的
に
繰
り
返
し
や
っ
て
み
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
、
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
、
山
車
作
り

を
応
援
す
る
多
数
の
企
画
を
考
え
実
行
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

八
戸
三
社
大
祭
に
出
か
け
て
は
い
る
が
、
作
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い
。「
山
車
を
ど

う
や
っ
て
作
っ
て
い
る
の
か
？
」「
山
車
を
作
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
て
み
た
い
」「
ど
う
や
っ
た
ら
山
車
作
り
に

関
わ
れ
る
か
」
な
ど
、
山
車
作
り
に
少
し
で
も
興
味
が

わ
い
た
人
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
を

は
っ
ち
５
階
共
同
ス
タ
ジ
オ
に
構
え
た
。

　

こ
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
山
車
組
か
ら
借
用
し
て
き
た

人
形
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
彫
刻
な
ど
を
展
示
す
る
ほ

か
、
住
中
さ
ん
が
撮
影
し
た
全
山
車
組
の
作
業
風
景
や

祭
り
行
列
、
昭
和
の
頃
の
古
い
山
車
の
写
真
な
ど
を
編

集
し
た
映
像
を
常
時
上
映
し
た
。

　

こ
こ
を
拠
点
に
、
大
学
生
た
ち
や
訪
れ
た
市
民
と
ツ

ア
ー
を
編
成
し
て
山
車
小
屋
に
出
か
け
、
山
車
作
り
支

援
を
行
っ
た
。
八
戸
工
業
大
学
で
は
皆
川
俊
平
先
生
と

学
生
た
ち
が
そ
の
記
録
を
ま
と
め
、
８
・
３
チ
ャ
ン
ネ

ル
＋
山
車
づ
く
り
応
援
企
画
実
験
室 

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

Ｎ 

写
真
・
映
像
展
で
展
示
し
た
。

　

住
中
さ
ん
は
山
車
小
屋
で
、
支
援
と
対
話
を
重
ね
、

祭
り
に
も
参
加
。そ
の
関
係
性
は
翌
年
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

〔
住
中
浩
史
制
作
映
像
〕

■
八
戸
三
社
大
祭
と
山
車
制
作
に
つ
い
て
＋
全
27
山
車
組

■
八
戸
三
社
大
祭
２
０
１
７　

全
27
山
車
組
と
山
車

■
八
戸
三
社
大
祭
山
車
の
移
り
変
わ
り  

大
正
か
ら
平
成
ま
で

アーティスト・プロフィール

山車組に密着！
山車作りをお手伝いしながら、縦糸横糸合同会社の記録撮影も継続。
翌年の教材制作のためのリサーチと資料映像撮影を行った。
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２
０
１
８
年
秋
、
縦
糸
横
糸
合
同
会
社
の
小
岩
秀
太
郎
さ
ん
、

山
田
雅
也
さ
ん
、
三
塚
比
呂
さ
ん
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
吉
川
も
加
わ
り
、
小
学
生
の
た
め
の
総
合
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
制
作
（
２
校
時
２
回
計
４
校
時
の
授
業
）
と
４
つ
の

小
学
校
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
授
業
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
撮
り
た

め
た
映
像
か
ら
教
材
映
像
を
制
作
し
、
な
ぜ
人
々
は
祭
り
を
始

め
た
の
か
を
考
え
、
八
戸
三
社
大
祭
の
祭
り
行
列
は
本
来
誰
の

た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
の
祭
り
の

呼
び
物
で
あ
る
山
車
を
作
る
人
た
ち
と
そ
れ
を
支
え
る
人
た
ち

と
の
関
係
性
に
着
目
し
、
教
室
に
門
付
け
体
験
を
持
ち
込
ん
で
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
祭
り
に
貢
献
し
て
い
る
山
車
組
の
人
た

ち
の
奉
仕
に
、
ど
の
よ
う
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
自
分

事
と
し
て
考
え
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
り
出
し
た
。
そ
の
指

導
案
や
教
材
映
像
、
資
料
プ
リ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を

八
戸
市
教
育
委
員
会
に
提
供
し
、
先
生
方
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
リ
サ
ー
チ
で
撮
影
し
た
素
材
や
知
見
を
も
と

に
、
実
際
の
教
育
現
場
で
活
用
し
や
す
い
教
材
作
り
を
進
め

た
。
で
き
あ
が
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
証
し
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
吹
上
小
、
八
戸
小
、
城
下
小
、
白
山

台
小
で
ト
ラ
イ
ア
ル
授
業
を
行
う
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

　

八
戸
市
教
育
委
員
会
か
ら
、
近
く
に
山
車
組
が
あ
る
小
学

校
を
中
心
と
し
て
、
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
手
を
挙
げ
て
い

た
だ
い
た
小
学
校
に
趣
旨
・
内
容
を
説
明
し
て
、
ト
ラ
イ
ア

ル
授
業
を
行
う
運
び
と
な
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い
る
『
八
戸
三
社
大
祭
』
は
、
祭

り
に
関
す
る
一
般
的
な
情
報
が
主
な
も
の
で
あ
る
。Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
だ
け
長
い
間
、

な
ぜ
祭
り
が
続
い
て
来
た
の
か
、
祭
り
ま
で
の
長
い
期
間
、

多
く
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
祭
り
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、

支
え
て
い
る
の
か
と
い
う
、
祭
り
の
継
続
の
本
質
に
繋
が
る

学
び
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
、
授
業
を
組
み
立
て
た
。

　

最
終
的
に
、
２
回
の
授
業
のK

eynote(Pow
er Point)

、

７
つ
の
教
材
映
像
、
配
付
資
料
プ
リ
ン
ト
３
種
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
、
目
録
キ
ッ
ト
を
制
作
し
た
。

　

１
回
目
の
授
業
は
、「
八
戸
三
社
大
祭
の
ヒ
ミ
ツ
発
見
！
」

と
題
し
、
８
つ
の
ヒ
ミ
ツ
を
子
ど
も
た
ち
が
教
材
映
像
か
ら

発
見
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ヒ
ミ
ツ

を
発
見
す
る
た
め
に
、
教
材
映
像
や
プ
リ
ン
ト
資
料
を
制
作

し
、
子
ど
も
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
考
察

を
深
め
る
仕
立
て
と
し
た
。

　

２
回
目
の
授
業
は
「
祭
り
を
支
え
る
心
に
タ
ッ
チ
！
」
と

題
し
、
祭
り
を
さ
さ
え
る
八
戸
市
民
の
存
在
に
気
づ
き
、
小

学
生
の
自
分
に
何
か
が
で
き
な
い
か
を
考
え
る
と
同
時
に
、

そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
目
録
に
表
明
し
、
ゲ
ス
ト
の
山
車

小学校での祭教育プログラムの醸成
～「八戸三社大祭をささえる人たち」

アーティスト・プロフィール

小岩秀太郎
“東北” の暮らしの中で受け継がれる「地域文化」に関する専門
的知見と、新たな視点や関わり方を繋ぎ合わせたプロジェクト
を共創する縦糸横糸合同会社 代表・コーディネーター。1977
年生まれ。岩手県出身。
郷土芸能「鹿踊」伝承者。（公社）全日本郷土芸能協会（東京都）
に入職し、芸能の魅力発信や東日本大震災復興支援、コーディ
ネートに携わる。東日本大震災を契機に「東京鹿踊」ならびに「縦
糸横糸合同会社」（2016 年創業・宮城県仙台市）を立ち上げ、「東
北」に残る日本の豊かで深い地域文化を発掘・編集し、他分野・
新分野や次代へ繋ぐ企画提案を国内外で行っている。
東北と東京の二拠点で活動中。

山田 雅也
縦糸横糸合同会社 企画プランナー・コンテンツプロデューサー。
1980 年生まれ。群馬県出身。
TVCM や映画制作における技術サポート、クリエーターマネジ
メント、プロデュース業を経験。東日本大震災を契機に東北に
伝わる地域文化の価値と魅力を再考する場を作り、発信し、次
代へ継承するための活動として「東京鹿踊」「縦糸横糸合同会社」
を立ち上げ。鹿踊を踊る一方で、東北の風土や文化を活かした
コミュニケーションデザインの企画プロデュースを行ってい
る。
東北と東京の二拠点で活動中。

組
の
方
の
音
頭
上
げ
に
応
え
、
目
録
を
贈
呈
す
る
体
験
を
す

る
と
い
う
流
れ
に
し
た
。
山
車
組
の
方
と
心
を
通
わ
せ
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
自
分
事
と
し
て
、
八
戸
三
社
大
祭
を
支
え
る

小
さ
な
体
験
を
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
２
校
時×

２
回
と
い
う

時
間
を
と
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

時
間
に
値
す
る
学
び
に
繋
が
る
よ
う
に
、
多
面
的
な
学
び
を

授
業
の
流
れ
の
中
に
散
り
ば
め
て
い
っ
た
。

　

毎
回
の
授
業
を
終
え
た
後
、
先
生
方
に
振
り
返
り
の
時
間

を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
授
業
の
流
れ
や
教
材
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
４
校
で
の
ト
ラ

イ
ア
ル
授
業
の
度
に
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

２
回
目
の
授
業
で
は
、
山
車
組
の
方
々
に
子
ど
も
た
ち
の

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
門
付
け
で
行

わ
れ
る
音
頭
上
げ
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
行
っ
て
い
た
だ

い
た
。

　

最
後
の
白
山
台
小
で
の
授
業
で
は
、
音
頭
の
歌
詞
を
子
ど

も
た
ち
用
に
変
え
て
音
頭
上
げ
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
、
歌
に
込
め
た
思
い
が
届
い
た
。
子
ど

も
た
ち
は
祭
り
を
支
え
て
い
る
人
た
ち
が
、
地
域
の
人
た
ち

に
喜
び
や
め
で
た
さ
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て

い
る
こ
と
を
体
感
し
て
く
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　

祭
り
に
つ
い
て
の
知
識
や
情
報
を
題
材
と
す
る
の
で
は
な

く
、
人
々
の
思
い
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と
で
、
多
面
的
な

学
び
に
な
っ
た
と
、
先
生
方
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
。

トライアル授業実施
・吹上小学校　　9/10( 月 )14:00-15:45 　9/14( 金 )14:00-15:45
・城下小学校　　9/11( 火 )14:00-15:35　10/11( 木 )10:30-12:15
・八戸小学校　　10/18( 木 )10:30-12:00　10/22( 月 )10:30-12:00
・白山台小学校　10/19( 金 )14:00-15:35　10/23( 火 )14:00-15:35 

2018

▲授業を行う小岩さん

▲山車の上に載っている彫刻に初めて触った子どもたち
　「かたい！」「何でできているの？」と口々に

▲自分がお祭りのために貢献できることは何かを考えて
　山車組の人たちに伝える

▲トライアル授業の後、先生方と振り返りの時間を持ち
　授業の改善点などを話し合って、指導案を改稿していった

▲なぜ祭りが始まったのか考えてみる

▲淀山車組が子どもたちの質問に答える
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2018年度授業1
（２校時）
概要

配付資料

ワーク
シート

人は何を
願って祭りを
始めたの
だろう？

食べ物を
得られず
生きることが
困難だった
時代を想う

みんなで作る
場は集まる人
の成長の場
になっている

寒冷な気候に苦しめられた
人々の生活を知る歴史資料

門付けでは各家やお店の繁栄
を願い、歌詞を変えて歌われる

ワークシートに書き込むことで
学びの振り返りと次回への準備
を行う

八戸では
さまざまな人が
さまざまな形で
祭りを
支えている

門付けでは
地域の人たちの
心が通い合う

八戸では
地域を守る
消防団の人々が
山車作りを
始めた
今も市民が
ボランティアで
作り続けている

神に願いを
届けるために
捧げた

お祭りの山車
や芸能は
何のために
あるのだろう？

八戸三社大祭を
支えているのは
山車組だけでは
ない

八戸三社大祭
の時に行われる
門付けって何？

発見した
八戸三社大祭の
ヒミツを
振り返る

八戸三社大祭の
山車は誰が
どこで
どのように
作っている
のだろう？

配付資料

配付資料
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2018年度授業2
（２校時）
概要

配付資料

キモチ目録
キット

支える人が
いるから
祭りを
続けることが
できる

音頭に
込められた
思いを
考えよう

思いを受け取り
山車組の労に
報いるために
できることを
考えてみる。

疑問に思った
ことを山車組
の人たちに
聞いてみよう

山車組の人たち
から門付けの
音頭上げを
していただく

配付資料

2018.10.22 淀山車組の音頭あげ／八戸小

2018.9.14吹上山車組の音頭あげ／吹上小

山車組によって歌詞は少しずつ異なることや
時と場所によって歌詞を変えて歌うことがあ
ることを知る

「キモチ目録」
に自分が
できることを
書いて
山車組の
音頭上げに
応える

八戸三社大祭
を支える人に
なる。
自分に何が
できるかな？

何ができるか
みんなで
話し合って
みよう

自分が八戸三社
大祭のために
できることを
山車組の方に
発表して
伝える

授業を終えたら
必ず先生方と
振り返りを行い
改善すべき点を
出し合う

自分たちの
ために音頭を
上げてくれた
山車組の方の
気持ちに
応えることが
できた！

心と心が
通い合う瞬間
が、門付け
にはある

今まで見えて
いなかった
支えるという
ことこそ
伝統をつなぐ
ために必要な
こと

心を込めて
山車組の方たち
に渡そう

目録として
自分の気持ち
を丁寧に包む
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2018年度

ワーク
シート

子どもたちは
八戸三社大祭を支えるために
自分ができそうなことを
考え出した。
さまざまな支え方が
あることを
みんなで確かめ合った。

山車組のみなさんも
子どもたちと心が通った
門付けを通して
祭りの意義を改めて
かみしめていた。

授業の合間には山車組のみなさんに
子どもたちの質問が殺到！

山車の上に載っている彫刻も初めて触ってみた
意外に硬い！発泡スチロールでできていたのか

炎の削り方にも
興味津々

鯛も本物みたいに
できている

「学舎に葉が繁る」という内容の歌詞に変えて
歌ってくれた白山台山車組

山車組のみなさんには子どもたちから
さまざまな質問が寄せられた
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2018年度

市民×山車組×アーティストが
“まち”と共創する造形プロジェクト

2018

　

２
０
１
８
年
、
現
代
美
術
家
の
土
谷
享
さ
ん
（
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
１
‐
16
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
山

車
組
と
市
民
と
の
協
働
制
作
の
場
を
創
り
出
し
た
。

　

当
初
、
市
内
各
所
に
造
形
を
展
開
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
た
が
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
と
い
う
素

材
が
主
体
と
な
る
造
形
物
は
風
や
火
な
ど
に
弱
く
、

管
理
が
難
し
い
こ
と
と
、
山
車
組
の
み
な
さ
ん
が

協
働
制
作
に
協
力
で
き
る
期
間
が
限
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
１
‐
16
が
全
国
の
美
術
館
な
ど

で
展
開
し
て
来
た
自
転
車
動
力
の
木
製
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
を
ベ
ー
ス
に
、「
八
戸
88
ス
ト
ー

リ
ー
ズ
」
か
ら
「
八
皿
」
と
い
う
田
面
木
地
区
の

風
習
を
取
り
上
げ
、
そ
の
世
界
観
を
市
民
と
と
も

に
山
車
の
造
形
で
表
現
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。
題
し
て
、「
Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ  

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」。

　

山
車
組
の
み
な
さ
ん
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中

で
わ
か
っ
た
の
は
、
山
車
の
造
形
は
彫
刻
単
体
の

出
来
不
出
来
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
造
形
物
を

ど
の
よ
う
に
構
成
し
組
み
上
げ
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
、
そ
の
真
髄
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
人
形

や
彫
刻
が
単
体
で
置
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
山

車
の
世
界
で
は
な
い
。
時
空
を
超
え
た
物
語
を
語

る
た
め
に
、
立
体
的
に
彫
刻
や
人
形
を
配
置
し
、

そ
れ
ら
の
す
き
間
を
さ
ま
ざ
ま
な
造
形
物
で
埋
め

な
が
ら
物
語
の
世
界
感
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
１
‐
16
の
土
谷
さ
ん
は
、
現
代

の
お
祭
り
は
「
す
る
人
」
と
「
見
る
人
」
と
い
う

関
係
性
の
中
で
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、「
支
え
る
人
」

が
い
な
い
と
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
。
市
民
の「
支

え
る
力
」
は
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
を
回
す
た
め

に
、
自
転
車
を
こ
ぐ
人
の
姿
で
見
え
る
化
さ
れ
る
。

　

各
山
車
組
か
ら
借
用
し
た
龍
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
彫
刻
を
塗
り
直
し
て
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
に

合
わ
せ
て
補
修
し
、
波
し
ぶ
き
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
波
を
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し
た
。

自
転
車
を
覆
う
巨
大
な
「
き
ん
斗
雲
」
は
新
た
に

制
作
し
た
。

　

１
月
末
か
ら
２
月
中
旬
ま
で
、
山
車
人
た
ち
が

連
夜
は
っ
ち
に
集
ま
り
、
制
作
が
続
け
ら
れ
た
。

は
っ
ち
は
真
冬
の
山
車
小
屋
に
な
っ
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
や
市
民
も
、
学

校
や
仕
事
が
終
わ
る
と
山
車
作
り
に
や
っ
て
来
た
。

　

山
車
組
独
自
の
造
形
世
界
を
市
民
と
協
働
で
創

作
す
る
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ウ
ン
ド
を
運
営
す
る
た
め
に
演
劇
人
や
高
校
生

な
ど
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
地
域
固
有
の
伝

説
の
中
で
遊
べ
る
世
界
を
創
り
出
す
こ
と
に
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
ベ
ン
の
田
中
勉
さ
ん
、
そ
し
て
八
戸
市

民
に
馴
染
み
深
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
の
十
日
市

秀
悦
さ
ん
、
八
戸
東
高
校
の
江
渡
将
先
生
や
演
劇

部
有
志
の
み
な
さ
ん
が
加
わ
り
、
高
校
生
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
一
夜
に
し
て
作
曲
す

る
な
ど
、
驚
く
べ
き
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
。Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ  

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持

て
る
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
命
が
吹
き
込
ま
れ
、

「
八
皿
」
に
ま
つ
わ
る
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
の
世

界
で
遊
ぶ「
遊
園
地
」に
な
っ
た
。
十
日
市
さ
ん
は
、

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
を
動
か
す
人
と
、
乗
っ
て

楽
し
む
人
と
の
間
に
生
ま
れ
る
心
の
通
い
合
い
を
、

す
ば
ら
し
い
ト
ー
ク
で
盛
り
上
げ
、
山
車
組
の
人

た
ち
の
素
顔
を
あ
た
た
か
く
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　

２
月
９
日
か
ら
11
日
の
運
営
で
、
市
民
と
山
車

組
の
み
な
さ
ん
が
交
流
す
る
場
と
し
て
、Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ

Ｇ
Ｅ
１
‐
16
が
仕
掛
け
た
屋
台
が
運
営
さ
れ
た
。

　

熱
線
カ
ッ
タ
ー
で
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
板
を
型

抜
き
を
す
る
。
そ
の
出
来
映
え
を
山
車
組
の
親
方

た
ち
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
賞
品
と
し
て
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
で
作
ら
れ
た
か
き
氷
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
、

た
こ
焼
き
、
イ
カ
焼
き
な
ど
が
参
加
者
に
贈
呈
さ

れ
た
。
子
ど
も
も
大
人
も
、
山
車
作
り
の
作
業
を

体
験
し
、
山
車
組
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
ん
だ
。

　

こ
の
運
営
期
間
は
は
っ
ち
の
８
周
年
に
あ
た
り
、

そ
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
や
っ
て
来
た
楽

団
が
、
こ
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
に
乗
っ
て
演

奏
し
た
り
、
十
日
市
さ
ん
と
マ
チ
ニ
ワ
の
周
辺
を

演
奏
し
な
が
ら
練
り
歩
い
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

極
寒
の
季
節
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

Ｎ  

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

八皿は、田面木地区に伝わる旧暦 2月 8 日に行われた
トマドフタゲ（魔除け）の行事。
親戚一同が集まり、お膳に８つの朱塗りの皿、中央に
椀を置いて、８つの皿に甘酒を注ぎます。その後、皿
の甘酒を中央の椀に注ぎみんなで飲みます。皿からお
膳にこぼれた甘酒は、家の入口にまいて魔除けにする
という風習です。
由来については２つの説があります。
そのうちのひとつは、ヤマタノオロチをスサノオノミ
コトが退治し、３種の神器のひとつであるアメノムラ
クモノツルギを手に入れた伝説から始まったという説
です。

　

土
谷
さ
ん
か
ら
、
自
転
車
動
力
の
木
製
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
と
い
う
装
置
を
ベ
ー
ス

に
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
も
と
に
山
車
組
の
み
な
さ
ん
と
ど
の

よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
く
か
、
市
民
と
の

協
働
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
を
話
し
合
っ

た
。

　
「
八
戸
88
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
」
か
ら
選
ん
だ

「
八
皿
」
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
に
ま

つ
わ
る
風
習
で
あ
る
た
め
、
市
民
に
も
わ
か

り
や
す
い
題
材
だ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
山
車

組
で
保
管
し
て
い
る
龍
の
発
泡
彫
刻
を
借
用

し
、
補
修
の
の
し
塗
り
直
せ
ば
短
期
間
で
、

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
を
飾
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
八
皿
を
テ
ー
マ
に

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ  

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
を
作
っ
て

い
く
こ
と
に
し
た
。

　

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ

て
い
る
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
に
乗
る
人
々

を
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
助
け
に
や
っ
て

来
る
瞬
間
を
描
く
こ
と
に
し
、
物
語
の
一
員

に
な
っ
て
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
当
日
の
運
営
に
は
演

劇
人
に
協
力
を
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

山
車
組
の
み
な
さ
ん
に
は
、
彫
刻
や
波
な

ど
の
借
用
の
段
取
り
や
、
制
作
協
力
の
声
が

け
を
は
ち
の
へ
山
車
振
興
会
を
通
し
て
行
っ

て
い
た
だ
い
た
。

　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
週
末
に
開
催

し
、
制
作
へ
の
市
民
参
加
も
進
め
ら
れ
る
よ

う
計
画
し
た
。

テ
�
マ

﹁
八
皿
﹂

　田面木地区に伝わる「八皿」の風習
▼８つの皿になみなみと注がれた甘酒で邪を払う
　



2324

2018年度山車小屋から生まれた小さな遊園地

DASHIJIN LAND

▲石橋元平さんの山車絵をもとにメリーゴーラウンドまわりに
　組み上げられる山車飾りが作られた

住中さんと北條さんも駆けつけ
作業をアシストしてくれた

▼はっち５階を山車小屋にするために、土谷さんが
　空間設営を開始

▲KOSUGE1-16 制作の人力メリーゴーラウンドをマチニワに設営
　する。自転車をこぐと、木の歯車が動いて盆がまわり、人がすわ
　る椅子が上下する。小学生でも大人を乗せて盆を回すことができ
　る。音楽でこぎ手の時間を限定し、曲が終わったらこぎ手が交代
　する。こぎ手とメリーゴーラウンドに乗っている人の間に、心通
　い合う時間が生み出される。

▲石橋さんと土谷さんがイメージをすりあわせる▲龍のパーツを作る北條さん ▲山車組のみなさんがいない昼間も着々と補修作業

▲波に着色する市澤さん▲忙中閑あり ▲石橋さんが作業をメンバーに共有

▲自転車を覆うきん斗雲に色を塗る河原さん▲黙々と波を削る吉田さん ▲八戸在住の外国人のみなさんが足繁く参加してくれた

▲修行のようにバナナを作る▲屋台の賞品用チョコバナナ作り

▲賞品の彩色も続く

▲炊き出しで腹ごしらえ ▲はちのへ山車振興会の小笠原会長が鍋を作ってくれた ▲終盤は子どもたちも山車人の仲間入り

▲屋台の賞品用かき氷とフライドポテト ▲たまたま八戸を訪れた小岩さんもバナナ作りに飛び入り

▲巨大きん斗雲は自転車と一体化される

は
�
ち
が

山
車
小
屋
に

な
�
た
日
々

▲
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2018年度

▲子どもたちのためにバナナの形を汗だくで切り出す工藤さん

　

１
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）、
２
月
２
日
（
土
）・

３
日
（
日
）
の
週
末
、
は
っ
ち
５
階
で
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　

今
は
造
形
が
簡
単
に
で
き
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
山

車
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
昔
は

竹
や
紙
な
ど
を
使
い
、
工
夫
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。
今

で
も
昔
な
が
ら
の
や
り
方
で
波
し
ぶ
き
を
作
っ
て
い
る

山
車
組
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
伝
統
的
な
作
り
方
を
体

験
し
た
。

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
波
を
作
り
終
わ
っ
た
後
、
子
ど

子どもたちはバナナ作りに夢中 ▼

カッターでバナナの形があっという間に
作られる様子に目は釘付け

▼

竹と新聞紙、銀紙と糊で、昔ながらの波しぶき
作りを体験。発泡スチロールの波が主流になる
中で貴重な機会になった

発泡スチロールで作った波を紙やすりで
削って立体的な波に仕上げていく。コツ
を教えてもらいながら黙々と成型する

子どもたちも大人たちも、同じ作業を
黙々と行った。真冬のはっちは、本物
の夏の山車小屋のようだった

も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
バ
ナ
ナ
を
作
り
た
い
と
会
場

に
残
っ
た
た
め
、
山
車
組
の
み
な
さ
ん
が
急
き
ょ
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
を
バ
ナ
ナ
の
形
に
切
り
出
す
作
業
に
汗
だ

く
で
追
わ
れ
た
。
こ
の
作
業
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
、
格
別
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
っ
た
。
夜
の
作
業

に
毎
晩
通
う
子
ど
も
た
ち
も
現
れ
た
。つ
な
ぎ
を
着
て
、

大
人
た
ち
と
同
等
に
作
業
す
る
子
ど
も
た
ち
。Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ　

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
に
毎
日
訪
れ
、
自
転
車
を
こ

い
で
い
た
。

ワ
�
ク
シ
�
�
プ

み
ん
な
で
作
ろ
う
！

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
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2018年度

八皿の守人
や さら      もりびと

DASHIJIN LAND

DASHIJ IN
 LAN

D

ほめタイム

演
劇
人
が

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
の

世
界
を
つ
く
る

　

田
中
勉
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、 

十
日
市
秀
悦
さ
ん
や
八
戸
東
高
校

演
劇
部
有
志
ほ
か
、
市
内
の
高
校
生
有

志
が
集
合
。
何
度
も
は
っ
ち
５
階
の
制

作
現
場
に
通
っ
て
、Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ  

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
の
運
営
コ
ン
セ
プ
ト
を
練
り

上
げ
た
。

　

設
定
は
「
八
皿
の
守
人
た
ち
」。

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
を
説
明
し
な
が

ら
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
乗
客
の

乗
降
を
管
理
し
た
り
、
こ
ぎ
手
を
募
っ

た
り
、
こ
ぎ
手
の
交
代
を
仕
切
っ
た
り

す
る
と
い
う
重
要
な
役
ど
こ
ろ
。

　

東
高
校
の
み
な
さ
ん
が
曲
を
作
っ
て

く
れ
た
り
、
現
場
で
盛
り
上
げ
る
台
詞

の
台
本
ま
で
考
え
て
く
れ
た
。
十
日
市

さ
ん
と
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
い
、本
番
へ
。

　

十
日
市
さ
ん
は
、「
い
さ
ば
の
か
っ

ち
ゃ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
現
れ
、
こ

ぎ
手
と
乗
客
の
間
に
温
か
な
関
係
性
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
Ｍ
Ｃ
で
場
を
盛
り
上

げ
た
。
ま
た
、
楽
隊
と
一
緒
に
演
奏
す

る
即
興
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
即
興
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
マ
チ
ニ
ワ

で
展
開
す
る
と
と
も
に
、
山
車
組
の
み

な
さ
ん
の
祭
り
に
か
け
る
情
熱
や
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を

讃
え
る
ト
ー
ク
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
テ
ー
マ
を
来
場
者
に
伝
え
て
く
れ

た
。

▲十日市さん（右）、東高校演劇部の澤田さん（中央）と運営について考える

▲十日市さんとの打合せは笑いが絶えない。右は万谷さん

▲十日市さんの即興コンサート決定！

▲演劇人をコーディネートしてくれた田中さん（左）

▲八戸弁を使っての盛り上げのためにリハーサル

▲「八皿の守人」たちはヤマタノオロチ伝説を語って盛り上げ中！

マチニワ

はっちひろば 極寒のマチニワでの設営作業。はっち
５階から発泡スチロールの彫刻や屋台
セットを運び、メリーゴーラウンドへ
の飾り付けが始まった。
龍の胴体の角度を微妙に調整すると、
龍がまるで生きているかのような迫力
になる。山車人たちの豊かな経験で、
生き生きした世界が生み出されていっ
た。

はっちひろばには、山車小屋をイメー
ジしたインスタレーションを住中浩史
さんが制作。このステージで、はっち
８周年のセレモニーや特別企画のアー
トNPOフォーラムのセミナーなどが
開催され、全国から集まったアートN
POの方々でにぎわった。

DASHIJIN LAND

設営作業
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2018年度

▲発泡スチロールのチョコバナナに大興奮！ ▲型抜き屋台は大好評。大人も本気を出していた

▲舘下兄弟はすでに山車組の一員

▲親方たちの審査はきびしい▲みんながんばって ▲型抜きやりたい！

▲毎晩一生懸命作りました、チョコバナナ▲上手に型抜きできたら賞品はかき氷だよ。

 DASHIJIN LAND 2019.2.9-2.11

みんなで回し続けた
メリーゴーラウンドinマチニワ
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■制作した市民のみなさん　72名
■運営にご協力いただいたみなさん　15名と３校
■制作・運営にご協力いただいた山車組のみなさん　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22名

記録映像制作プロジェクト

縦糸横糸合同会社が、教育プログラムのトライアル授業の映像記録 (23 分 )、
DASHIJIN LAND映像記録（18分）を制作した。

2018年度

■制作に参加した市民のみなさん
〇相野翔有〇アンジェリカ・ワン〇安藤りこ〇安藤靖彦〇池田恵子
〇石上大護〇伊東遥〇今中英利子〇今中明愛〇今中明絆〇今中明陽
〇大貝尚永〇大貝知衣〇大釡弘子〇大西亮〇大西和奏〇大橋麻未
〇金入あみ〇金入教人〇金入悠悟〇金入亜希子〇金浜友紀
〇金浜優真〇金浜爽真〇川﨑八栄子○川守田大志〇北城大地
〇北城秀雄〇金田一正治〇黒坂叶聖〇黒坂奈緒子〇ケアリン・ロウ
〇榊原由季〇佐々木智世〇佐々木せつ〇佐々木夢仁○佐々木結子
〇佐藤洋美〇佐藤来〇澤田馨樹〇菅原真心粋〇髙沢司〇髙沢敦美
〇高杉梨紗〇高杉圭祐〇高橋麻衣〇髙屋敷美貴〇髙屋敷美乃
〇武部歓多〇舘下悠莉〇舘下琉翔○西舘顕翔〇西野恵〇野添匠
〇万谷楓〇マシュー・ボラ〇松田唯〇松田陽子〇松村良子
〇松村陽一〇三浦彩伽〇三浦千春〇三浦幸枝〇山口晶太〇山口晶慶
〇山田千栞〇吉田由紀子〇吉田羽琉空〇吉田奏風〇吉田翔陽
〇吉田莉規〇吉田琥詠 (敬称略）

■運営にご協力いただいたみなさん
〇相野翔有〇内城和生〇三浦光陽〇横山みやび〇中里美夢
〇木村壘生〇樋口志保〇万谷楓〇澤田馨樹〇武部歓多〇橘鈴茄
〇江渡将〇田中稔〇十日市秀悦〇田中勉〇青森県立八戸東高等学校
〇青森県立八戸商業高等学校〇八戸工業高等専門学校

■楽団
鈴木広志 sax　木村仁哉 tuba　大口俊輔 accordion　
田中庸介 banjo　チェジェチョル janggu　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜順不同・敬称略＞

■制作・運営にご協力いただいた山車組のみなさん
〇赤坂誠 /内丸親睦会　　　　　　　　 〇石橋元平 /十一日町龍組
〇市澤伸乃佑 /下組町山車組　　　　　 〇上村隆也 /鍛冶町附祭若者連
〇大畑浩一 /下大工町附祭若者連中　　 〇河原智子 /鍛冶町附祭若者連
〇工藤和幸 /朔日町附祭　　　　　　　 〇近藤慶央 /朔日町附祭　
〇佐々木原由佳 / 白山台山車組　　　   〇佐々木瑞穂 / 鍛冶町附祭若者連
〇島下一成 /下大工町附祭若者連中　　 〇下村隼人 /内丸親睦会　
〇下村豊 /内丸親睦会　　　　　　　 　〇鈴木英明 /十一日町龍組　
〇中居林拓郎 /糠塚附祭組　　　　　　 〇中居林義直 /朔日町附祭　
〇庭田英明 / 糠塚附祭組　　　　　　　〇根城亜希子 / 新荒町附祭若者連
〇服部匡貴 /下大工町附祭若者連中　　 〇宮古角洋 /城下附祭　
〇吉田匡克 /青山会山車組　　　　　　 〇類家雅敏 /柏崎新町附祭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■山車飾り貸し出しにご協力いただいた山車組
〇内丸親睦会　〇鍛冶町附祭若者連　〇下組町山車組
〇朔日町附祭　〇吉田産業グループ山車組　〇十一日町龍組
〇糠塚附祭組　〇青山会山車組

■協力　はちのへ山車振興会

■参加アーティスト
土谷享 / KOSUGE1-16　     
住中浩史
北條元康

　

今
後
の
山
車
組
の
活
動
に
プ
ラ
ス
に
な

り
、
山
車
人
た
ち
の
豊
か
な
文
化
を
市
民

が
楽
し
く
体
感
で
き
る
よ
う
な
場
を
作
り

た
い
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ  

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
は
行
わ
れ
た
。

　

運
営
に
到
る
ま
で
の
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も

紙
や
す
り
や
カ
ッ
タ
ー
で
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
彫
刻
に
挑
み
、
忍
耐
強
く
作
業
し
て
完

成
さ
せ
て
い
た
。

　

毎
晩
の
制
作
に
も
多
様
な
人
た
ち
が
参

加
し
、
ま
さ
に
本
物
の
山
車
小
屋
の
よ
う

だ
っ
た
。
後
半
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
多

く
の
人
た
ち
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
い
つ

も
と
は
異
な
る
環
境
、
多
様
な
人
と
の
制

作
を
体
験
し
た
。

　

山
車
組
の
み
な
さ
ん
は
、
シ
ー
ズ
ン
オ

フ
に
も
関
わ
ら
ず
、
仕
事
が
終
わ
る
と

は
っ
ち
に
毎
晩
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
し
て
組
を
ま
た
い
で
、
い
つ
も
の
山
車

作
り
で
は
自
身
で
は
や
ら
な
い
よ
う
な
作

業
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。
い
つ
も
と
勝

手
の
違
う
作
業
は
、
い
つ
も
の
山
車
作
り

を
振
り
返
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

住
中
浩
史
さ
ん
、
北
條
元
康
さ
ん
の
的

確
な
ア
シ
ス
ト
で
、
時
間
が
限
ら
れ
る
中
、

最
大
限
の
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
た
。

　

土
谷
さ
ん
は
、
山
車
組
の
方
々
の
思
い

を
尊
重
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
山
車
小
屋
で

の
制
作
で
は
出
会
え
な
い
よ
う
な
体
験
の

あ
る
場
を
目
指
し
て
行
っ
た
。

　

10 
数
人
を
乗
せ
た
盆
を
、
自
転
車
を
こ

ぐ
こ
と
で
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
木
製
の

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ

１
‐
16
が
全
国
各
地
で
展
開
し
て
来
た
優

れ
た
仮
設
遊
戯
装
置
で
あ
る
。
小
学
生
で

も
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
２
分
ほ
ど

こ
ぐ
と
、
大
人
で
も
か
な
り
ハ
ー
ド
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド

に
乗
っ
て
い
る
人
は
こ
ぐ
人
を
ね
ぎ
ら

う
。
そ
こ
に
気
持
ち
の
や
り
と
り
が
生
ま

れ
、
見
え
な
い
絆
を
紡
い
で
い
く
。
こ
れ

は
、
そ
ん
な
か
ら
く
り
を
秘
め
た
装
置
で

あ
る
。

　

山
車
飾
り
で
包
ま
れ
た
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ウ
ン
ド
は
、
乗
っ
て
も
、
見
て
い
て
も
、

物
語
の
中
に
入
り
込
ん
で
物
語
を
体
験
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、

山
車
の
造
形
を
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
視

点
か
ら
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
る
機
会
を
創

り
出
し
、
八
戸
市
民
に
と
っ
て
は
新
鮮
な

体
験
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
土
谷
さ
ん
の
発
案
に
、
山
車
組

の
み
な
さ
ん
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
く

だ
さ
り
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
彫
刻
の
チ
ョ

コ
バ
ナ
ナ
や
イ
カ
焼
き
、
か
き
氷
、
た
こ

焼
き
を
賞
品
と
す
る
型
抜
き
屋
台
が
生
ま

れ
た
。
そ
こ
で
は
、
山
車
組
の
方
た
ち
の

み
ん
な
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
発

揮
さ
れ
た
。
訪
れ
る
市
民
と
の
交
流
を
楽

し
む
姿
に
、
常
に
自
ら
祭
り
を
楽
し
も
う

と
す
る
祭
り
人
の
心
意
気
を
感
じ
た
。

　

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
は
賑
わ
い
、
運

営
に
協
力
し
て
く
れ
た
高
校
生
た
ち
や
十

日
市
さ
ん
の
巧
み
な
ト
ー
ク
や
「
八
皿
の

守
人
」
に
な
り
き
っ
て
の
案
内
、
楽
隊
の

演
奏
な
ど
で
、
来
場
者
の
体
験
は
さ
ら
に

大
き
く
膨
ら
ん
だ
。
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン

ド
が
ま
わ
る
約
２
分
間
を
演
出
す
る
音
楽

も
、
高
校
生
の
即
興
で
生
ま
れ
た
。
最
後

の
最
後
ま
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
く
の

人
た
ち
の
手
で
、
拡
張
し
て
い
っ
た
。

　

祭
り
は
地
域
の
人
々
の
「
無
償
の
貢
献
」

の
や
り
と
り
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
、
様
々
な
局
面
で
感
じ
さ
せ

て
く
れ
た
。

　

土
谷
さ
ん
は
語
っ
て
い
た
。

「
祭
り
は
贈
与
経
済
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
。
ど
ん
な
に
観
光
客
が
来
て
も
、
山

車
組
の
人
た
ち
に
実
入
り
は
な
い
。
彼
ら

が
活
動
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
地
域
の
贈

与
経
済
の
新
た
な
仕
組
み
を
創
り
出
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
。
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2019年度

▲十一日町龍組で製作予定の山車絵を見せ、テーマを説明
　する石橋さん

▲山車小屋で行われていた紙貼り作業に飛び入り参加
　本物の山車作りに参加できてうれしさいっぱい！

　

山
車
組
と
市
民
と
の
接
点
を
継
続
し
て
作
り
続
け
て
い

こ
う
と
、「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
な
り
き
り
ツ
ア
ー
」
と
題

し
た
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。　

　

各
山
車
組
で
は
、
祭
り
を
控
え
た
忙
し
い
時
期
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
体
験
作
業
の
た
め
の
材
料
を
準
備
し
て
い
た

だ
き
、
参
加
者
が
山
車
作
り
の
醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
受
け
入
れ
態
勢
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

金
メ
ダ
ル
風
の
参
加
者
の
名
札
を
作
っ
て
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
っ
た
山
車
組
も
あ
り
、子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
だ
っ

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
山
車
小
屋
も
見

学
さ
せ
て
も
ら
い
、
本
物
の
山
車
作
り
の
作
業
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
大
満
足
の
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
完
成
し
た
山
車
の
中
に
、
自
分
が
作
っ

た
パ
ー
ツ
を
探
し
出
し
て
、
心
密
か
に
喜
び
を
感
じ
た
に

違
い
な
い
。

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
に

な
り
き
っ
て

山
車
作
り
体
験
！

①6/16( 日 )13:30 ～　〔体験場所〕吉田産業グループ山車組　〔参加人数〕　9 人　
　　　　　　　　　　 〔体験内容〕下塗り・色塗り（下塗り後の発泡彫刻への色塗り）
②6/23( 日 )10:30 ～　〔体験場所〕十一日町龍組　〔参加人数〕　12 人　
　　　　　　　　　　 〔体験内容〕下塗り・紙貼り
　6/23( 日 )13:30 ～　〔体験場所〕内丸親睦会　　〔参加人数〕　11 人　
　　　　　　　　　　 〔体験内容〕下塗り、やすりがけ（型抜きした波・百足の足などにやすりがけ）　　　　　
③6/30( 日 )10:30 ～　〔体験場所〕十一日町龍組　〔参加人数〕　18 人　
　　　　　　　　　　 〔体験内容〕蝶々作り（ワイヤーを切って羽の形をつくり、薄紙を貼った）
　6/30( 日 )13:30 ～　〔体験場所〕糠塚附祭組　　〔参加人数〕　10 人　
　　　　　　　　　　 〔体験内容〕紙貼り・色塗り（下塗り後の発泡彫刻への色塗り）
　6/30( 日 )13:30 ～　〔体験場所〕十六日町山車組　〔参加人数〕9 人　
　　　　　　　　　　 〔体験内容〕色塗り（下塗り後の発泡彫刻への色塗り）
　6/30( 日 )13:30 ～　〔体験場所〕朔日町附祭　　〔参加人数〕　8 人　
　　　　　　　　　　 〔体験内容〕やすりがけ（型抜きした鬼の髪にやすりがけ）　・色塗り（下塗り後の発泡彫
　　　　　　　　　　　　　　　  刻への色塗り）
④ 7/7( 日 )13:30 ～　〔体験場所〕吹上山車組　　〔参加人数〕　10 人　
　　　　　　　　　　〔体験内容〕桜の花付け（桜の枝に桜をつけた）
　 7/7( 日 )13:30 ～　〔体験場所〕下大工町附祭若者連中・塩町附祭組・新荒町附祭若者連　〔参加人数〕11 人　
　　　　　　　　　　〔体験内容〕下塗り・色塗り ( 山車の土台・壁への色塗り )・紙貼り・鬼の植毛（発泡の鬼
　　　　　　　　　　　　　　　 に枝を髪の毛として差した）

山車小屋を実際に訪れ、本物の山車制作を体験。さまざまな工程があるが、実物の山車作りに貢献することで、
祭りで披露される山車への関心も倍加した。また、山車小屋で多くの人々と交流し、その技や地道な活動を
身をもって体感した。４日間、10 山車組で開催したワークショップに計 98 名が参加した。
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総合学習ハンドブック
八戸三社大祭～山車作りのヒミツ

鎧を作る

穴の縁を滑らかにする。 塗料を塗る。漆の代用品であるカシューという
合成樹脂塗料で撥水するようにする。

ひもを通す。

豪華に見えるようにひもの色を
工夫する。

つなげた鎧を人形に取り付ける。

完成。

兜はヘルメットをベースに作る。

鎧のパーツの形にボール紙を切る。 それぞれにハトロン紙を貼る。 それぞれにひもを通す穴を開ける。

倉庫や市場で活躍しているフォークリフト
が重い荷物を持ち上げるのと同じしくみで、
山車の動く仕掛けはできている。

フォークリフトと同じ仕掛けで、人形や彫刻
が迫り上げる。

このような動く仕掛けによって、人形や
彫刻がダイナミックにせり上がり、、沿道
の人々を楽しませている。

動く仕掛け

山車のパーツはこのように作られる参考6
よろい

2019年度
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八戸三社大祭の山車組に関わる人々の多彩かつ地道な活動とそ
の驚くべき表現と創造の力を、より多くの人たちと楽しみなが
ら確かめ合う場を創り出し、山車づくりやそれに伴う地域の力
を未来へ継承するために育てて行くはっちのプロジェクトです。ダ　シ　ジ　ン

ダ　シ　ジ　ン

八戸市三日町21-1
　　（はっち向かい）

の驚くべき表現と創造の力を、より多くの人たちと楽しみなが
ら確かめ合う場を創り出し、山車づくりやそれに伴う地域の力
の驚くべき表現と創造の力を、より多くの人たちと楽しみなが
ら確かめ合う場を創り出し、山車づくりやそれに伴う地域の力ら確かめ合う場を創り出し、山車づくりやそれに伴う地域の力ら確かめ合う場を創り出し、山車づくりやそれに伴う地域の力
を未来へ継承するために育てて行くはっちのプロジェクトです。を未来へ継承するために育てて行くはっちのプロジェクトです。を未来へ継承するために育てて行くはっちのプロジェクトです。を未来へ継承するために育てて行くはっちのプロジェクトです。

市民のみなさんと、アートユニット KOSUGE1-16、そして八戸三社大祭の山車組
のみなさんが共に創る小さな遊園地「八戸三社大祭 スモールワールド」が、春休み
の３日間、マチニワに出現します。
八戸三社大祭をめぐる物語を描いた小さな世界の場面場面に、山車を作るときの技
が生かされています。
いろいろなゲームをクリアしながら、八幡馬型足こぎ四輪車をこいで、小さな世界
をめぐりましょう！
ご家族、お友達とおそろいで、マチニワにお出かけください。

主催　八戸市 (八戸ポータルミュージアム はっち )
協力　はちのへ山車振興会

八戸ポータルミュージアム はっち　
〒031-0032  青森県八戸市三日町11-1　TEL 0178-22-8228    FAX 0178-22-8808 
 http://hacchi.jp/ 　E-mail  hacchi@city.hachinohe.aomori.jp 

竹と紙で
つくるよ！

今は多くの彫刻が発泡スチロールで作られていま
すが、昔は竹を曲げて骨組みを作り、それに紙を
貼ってさまざまな形を作り出していました。
昔ながらの山車作りの技で、クジラのしっぽ作り
を体験してみてください。
よごれてもいい服装でご参加ください！

八戸ポータルミュージアム はっち　
〒031-0032  青森県八戸市三日町11-1　
TEL 0178-22-8228    FAX 0178-22-8808 
 http://hacchi.jp/ 　
E-mail  hacchi@city.hachinohe.aomori.jp 

ダ　シ　ジ　ン

平成 31年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業　
主催　八戸市 (八戸ポータルミュージアム はっち )
協力　はちのへ山車振興会

アーティストの KOSUGE1-16 と山車組のみなさんとともに、山車作りのさまざまな技を体験しなが
ら、“八戸三社大祭スモールワールド” の各場面をみんなで作るワークショップを行います。
親子で、職場の仲間たちで、友だち同士で、お誘い合わせの上ご参加ください！
さまざまな世代の方のご参加をお待ちしています。

「三社大祭スモールワールド」の世界を織りなすさまざまな場面を、
山車組のみなさんやアーティストと山車づくりの技で作ってみま
しょう。
親子で、そして職場の仲間たちで、友だち同士で、ぜひご参加くだ
さい。

3/26(木 )18:30～21:00 
　　　                 オリエンテーション・係分担・作戦会議
3/27(金 )18:30～21:00 
　　　                                       場面毎の作戦会議と制作
3/28(土 )・29(日 )10:00～17:00  制作
 ※全日程参加できない方も、申し込み可能です。
 ※3/30( 月 )～4/2( 木 ) も制作は継続しますので、ご希望の方は継続参加
　 いただけます。

集合場所　はっち 1階はっちひろば
対　象　　小学生以上～100才まで
                   ※小学３年生未満は保護者の同伴をお願いします。
定   員　   30 名 ( 各場面毎 10名定員 )
もちもの・よごれてもいい服装（塗料を塗ります）
  ・マチニワで作業することがありますので、動きやすい
               防寒着をお持ちください。
　　　　・頭にかぶる手ぬぐいなど（よごれてもいいもの）
　　　　・マスク
 ・作業用手袋
 ・28日・29日は昼食もご持参ください。（中心街などでの外
               食でもOKです。）

こんな場面を作ります！

①魚釣りの場面…魚を釣り上げたら、スモールワールドへの
ぼうけんの旅に出発！その釣りの場面を、山車組のみなさん
と作ります。
②龍神出現の場面…龍神伝説の場面を山車組のみなさんと作
ります。池におさい銭を投げ入れるとシャボン玉の雨が降り
ます。
③ウミネコの襲撃の場面…空中を飛ぶウミネコたちを山車組
のみなさんと段ボールで作ります。段ボールを切って組み立
て、色塗りして仕上げます。

※どの場面を担当するかは、ワークショップ当日のオリエン
テーションの時に決定します。
※それぞれの場面を作りながら、新しいアイディアが生まれ
たら、できる範囲で制作にチャレンジしてみます。

スモールワールドで使う岩に山車組のみなさんとハケで
色をぬってみましょう！

日   時　  3/14(土 )・15(日 ) 
　　　    各日 13:30-15:00
場   所　  はっち５階共同スタジオ
対　象　　小学生以上～100才まで
　　　　　※小学校３年生未満のお子様は保護者の同伴をお願
　　　　　　いします。
定   員　   各日 20名
その他　   よごれてもいい服装でご参加ください。
　　　　 

日　時

りゅうじん

参加申込み・お問合せ
各開催日の5日前までに、下記①～⑥を明記の上メール、FAXまた
は電話でお申し込みください。
①参加希望日　②参加者氏名　③年齢または学年　④性別　⑤住所　
⑥電話・メールアドレス
申込先：八戸ポータルミュージアム はっち 

山車組のみなさんと練り上げた「八戸三社大祭スモールワールド」
のラフスケッチ by 土谷享

 　

土
谷
さ
ん
と
山
車
組
の
み
な
さ
ん
の
協
働
の
場
に
つ
い
て
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
。
そ

の
結
果
、
山
車
組
の
み
な
さ
ん
に
も
、
子
ど
も
た
ち
に
も
よ
り
多
く
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、

春
休
み
の
運
営
を
目
指
し
て
制
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
制
作
す
る
の
は
、
八
戸
三
社
大
祭
の

３
つ
の
神
社
を
め
ぐ
る
物
語
の
小
さ
な
世
界
。
八
幡
馬
型
の
足
こ
ぎ
四
輪
車
で
め
ぐ
り
な
が
ら
、

各
所
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
八
戸
三
社
大
祭
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
」
で
あ
る
。

会
場
の
マ
チ
ニ
ワ
に
は
、
か
つ
て
竹
と
紙
で
彫
刻
を
作
っ
て
い
た
こ
ろ
の
山
車
作
り
の
技
を
体

験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
作
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
12
月
に
岩
な
ど
一
部
の
造
形
を
制
作
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
非
常
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
こ
の
計
画
は
未
完

と
な
っ
た
。

未完に終わった
「八戸三社大祭

スモールワールド」

2019

八幡馬型足こぎ四輪車に乗って、八戸三神社のエピソードの世界
を各所にちりばめられたゲームをクリアしながらゴールを目指す。
イカ釣り、はっち流騎馬打毬、山伏の法霊が飛び込んだ池での雨
乞い、ゴールはDASHIJIN の御朱印？
この世界を市民参加で制作し、春休みの遊園地を出現させるとい
うプランだった。

▲

▼12月のレジデンス時に、木材や段ボール、蔓などで
　岩を制作した。
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２
０
２
０
年
は
、
集
大
成
の
協
働
作
業
を
行
う
年
度
だ
っ

た
が
、
春
に
八
戸
三
社
大
祭
の
中
止
が
決
定
さ
れ
、
予
定
し

て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
続
行
は
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
何
か
残
る
も
の
を
作
成
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
え
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
１
‐
16
の

土
谷
さ
ん
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
学
校
教
育
で
活
用

で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
山
車
飾
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
教
材
を
制
作

す
る
こ
と
に
し
た
。
27
山
車
組
か
ら
制
作
者
を
選
出
し
、
９

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ア
イ
テ
ム
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
実
際
の
作
業
風
景
や
、
サ
ン
プ
ル
に
で
き
な
い
人
形

作
り
な
ど
は
、
映
画
監
督
の
大
澤
未
来
さ
ん
に
撮
影
・
構
成

し
て
い
た
だ
き
、
授
業
で
活
用
で
き
る
映
像
８
本
を
制
作
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
造
形
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
作
ら
れ
て

い
る
か
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
、
山
車
組
の
み

な
さ
ん
に
工
程
毎
の
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。

四
角
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
馬
や
鬼
の
彫
刻
と
し
て
完
成
す

る
ま
で
の
過
程
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
ど
の
よ
う
な
道
具
や

工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
か
が
、
実
物
と
記
録
映
像
か
ら
手
に

取
る
よ
う
に
理
解
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
吉
川
が
こ
の
教
材
を

活
用
し
た
授
業
指
導
案
を
作
成
し
、「
山
車
作
り
の
ヒ
ミ
ツ
」

　
「
八
戸
三
社
大
祭　

山
車
作
り
の
ヒ
ミ
ツ
」
と
題
し

た
授
業
は
、
小
学
校
中
学
年
を
対
象
に
組
み
立
て
た
。

　

八
戸
に
お
け
る
祭
り
の
起
源
を
考
え
、
こ
の
祭
り

の
最
大
の
特
徴
と
も
言
え
る
「
附
祭
」
に
着
目
し
な

が
ら
、
授
業
は
進
行
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
人
形
だ

け
を
の
せ
た
人
形
山
車
だ
っ
た
「
附
祭
」
が
、
明
治

時
代
の
中
頃
に
は
、
地
域
住
民
の
手
に
制
作
が
委
ね

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
た
ち
が
楽
し
め
る
華
や

か
な
表
現
と
演
出
の
「
風
流
山
車
」
の
様
式
が
確
立

さ
れ
た
歴
史
を
学
ぶ
。
地
域
住
民
が
自
治
的
、
互
助

的
精
神
の
も
と
力
を
合
わ
せ
て
山
車
作
り
を
行
い
、

地
域
社
会
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
こ
の
山
車
祭

り
を
支
え
て
い
る
伝
統
が
、
八
戸
の
山
車
祭
り
の
特

筆
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
も
理

解
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

山
車
組
の
活
動
は
、
地
域
の
人
が
世
代
や
立
場
を

超
え
て
寄
り
合
え
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
お
い

て
意
義
深
い
場
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
誰

に
で
も
開
か
れ
た
場
で
あ
る
こ
と
、
祭
り
を
支
え
る

参
加
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
こ
と
を
、
ご

指
導
い
た
だ
く
先
生
方
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
も

ご
理
解
い
た
だ
き
、
華
や
か
な
山
車
行
列
を
支
え
て

い
る
目
に
見
え
な
い
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
視
点
を
、

子
ど
も
た
ち
に
養
っ
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
た
資
料
や
、
造
形

の
製
作
過
程
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
山
車
組
の

み
な
さ
ん
が
制
作
し
て
く
だ
さ
っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
サ

ン
プ
ル
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
八
戸
三
社
大
祭
を
未

来
に
継
承
し
て
い
く
力
が
八
戸
の
子
ど
も
た
ち
に
育

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

と
題
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
し
、
先
生
方
へ
の
説
明
会

も
行
っ
た
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
教
材
と
映
像
、
授
業
用
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ
や
資
料
・
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
デ
ー
タ
を
、
八
戸
市
教
育
委
員
会
に
提
供
し
、
先
生
方

の
授
業
で
ご
活
用
い
た
だ
く
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
プ
ル
を
安
全
に
持
ち
運
べ
る
よ
う
に
、
土

谷
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
の
作
品
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
箱
を
作
成
し
て

く
れ
た
。
こ
の
箱
が
、
学
校
間
を
盛
ん
に
行
き
来
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
サ
ン
プ
ル
は
下
記
の
小
学
校
で
、

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

鬼…
…
…

城
北
小
学
校

　
　
　

馬…
…
…

柏
崎
小
学
校

　
　
　

金
具…

…

八
戸
小
学
校

　
　
　

波…
…
…

江
陽
小
学
校

　
　
　

岩…
…
…

吹
上
小
学
校

　
　
　

龍
の
彫
刻…

…
…

白
山
台
小
学
校

　
　
　

鎧…
…
…

長
者
小
学
校

　
　
　

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ…

西
白
山
台
小
学
校　

八戸三社大祭に秘められた
数々の宝物を探索する
子どもたちの学びの旅
を支えよう！

2020 　　　　
エデュケーション・プロジェクト
「総合学習の教材をつくる」

総合学習ハンドブック
八戸三社大祭
山車作りのヒミツ
山車のパーツづくりの過程がわかる山車かざりサンプルを活用する授業実践

八戸ポータルミュージアム はっち

・   ・   ・

協力　はちのへ山車振興会
令和2年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業　

▲教材披露内覧会

▲鬼の発泡スチロール彫刻を作る過程をわかりやすく表した。

▲先生方の授業にご活用いただく「総合学習ハンドブック」

▲先生方への授業案説明会
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総合学習ハンドブック
八戸三社大祭～山車作りのヒミツ山車のパーツ

教材一覧

〔岩～竹〕　鍛冶町附祭若者連 製作

〔馬〕　類家山車組 製作

〔鬼〕　朔日町附祭 製作

〔波～ベニヤ〕　
下組町山車組 製作

〔波～発泡スチロール〕　
下組町山車組 製作

〔龍〕　白山台山車組 製作

〔錺金具〕　内丸親睦会 製作

〔実習～チョコバナナ〕
内丸親睦会 製作

〔鎧〕　新荒町附祭若者連 製作

〔岩～段ボール〕　六日町附祭若者連 製作

※岩から流れ落ちる水は、
ひも状のスポンジを貼って
表している。

※馬ができる工程を見せるためのミニチュアでしたが
　山車組の方が武者も発泡スチロールで作って、馬に
　乗せてくれました。

八戸の山車組のみなさんが
教材用に作ったサンプルを

子どもたちの学習に
ご活用ください。

※実際には 2m以上の大きさになることもある彫刻など、すべてを持ち運びしやすい
ミニチュアサイズで製作していただきました。

かざり

※実際には２m以上の大きさになることもある彫刻などを、持ち運びしやすい
　ミニチュアサイズで製作していただいた。

「山車作りのヒミツ」授業概要

○授業の流れ

・祭り行列の観察
　　→この行列は何のために行われているのか？
・法霊の伝説を聞く
　　→祭りに込められた人々の思いを話し合う
・附祭＝山車
　　→神輿渡御行列に加わった市民主体の附祭が、華やかな「山車」として発
　　　達していった歴史を知る　
　　→八戸三社大祭は国の重要無形民俗文化財、ユネスコ無形文化遺産登録
・山車作りのヒミツ 1…八戸三社大祭の山車は「風流山車」
　　→趣向を凝らして人々を楽しませようという山車に込められた思いを知る
・まちの人々と山車との関係を知る
　　→商家や大店から始まった「出し」が、消防組を中心とした活動に移り、
　　　やがて市民参加の現在の形になったことを知る　
・山車作りのヒミツ 2…毎年山車が作り変えられる
・山車作りのヒミツ 3…住民たちが山車を作る
　　→だれがどこで、山車を作っているかを知る
　　→山車作りの場はだれもが参加できる開かれた場であることを知る
・山車作りのヒミツ 4…住民たちがさまざまなやり方で山車作りを支えている
　　→まちの人たちが自治的に山車作りを支えていることに気づく

・山車と山車飾りの観察
　　→山車にどのようなものがどのように飾られているか？
　　→昔の山車飾りの材料を知る
　　→山車組の人たちが実際に作った彫刻や装飾が、どのように
　　　作られているか観察し、気づいたことを話し合う
　　→人形や衣装作り、仕掛けなどの映像を見て気づいたことを
　　　話し合う
　　→山車作りの工程を知る

・山車作りのヒミツ 5…新しい知恵や材料を常に取り入れながら作られている
　　→変化をおそれずに進化を目指すことが八戸の山車作りの心意気
・山車作りのヒミツ 6…お年寄りから子どもまでみんなで楽しみながら作る場
　　→お年寄りから子どもまでが一緒に作る場は地域の人たちの心と心を結ぶ
　　→市民みんなが楽しみながら山車を作る八戸の伝統は、未来に伝えたい宝
　　　物　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ここまで２校時＞

＜図工に発展させる場合＞　　　　　　　　　＜実習は２校時＞
・発泡スチロールで「チョコバナナ」を作ってみよう
　　→本物そっくりにバナナの形を削りだし、着色して仕上げてみる。
・あるいは実際の山車のパーツ作りを手伝う。
　　※山車組に相談して実際に山車のどこかにつく部品を作る。

対象：3・４年生　
授業時数：2校時または 4校時

＊祭り行列の絵図
＊映像
＊ワークシート（P19）

＜準備教材＞

＊法霊伝説
＊飢饉の絵図
＊映像

＊屯所・山車小屋の写真

＊支えている人たちの写真

＊山車の写真
＊昔の山車の写真

＊実物のミニチュア（プロセス）
＊記録映像

＊バナナの面取りをした
発泡スチロールブロック
＊割りばし　＊ビーズ　＊塗料・筆　
＊塗料用バケツ　＊カッター　＊紙やすり
＊防護服などの作業着
（P18 参照）

導
　
　
　入

ま
と
め

実
　習
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○授業のねらい

八戸三社大祭の祭り行列はもともと何のために行われてきたのか、大きく華やかな山車はなぜ作られるのか、
山車がだれの手でどのように作られるのかを知り、ふるさとの祭りに込められた人々の思いに触れる。
山車を飾るさまざまな彫刻や人形、パーツ作りの技や知恵を知り、市民の手で創られる山車祭りのすばらしさ
を再発見する。

話し合い

観　察

話し合い

展
　
　
　開

2020年度

山車組のみなさんが製作した
山車造形のプロセスがわかる

教材用ミニチュアの彫刻
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人
は
集
う
事
が
喜
び
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は

集
い
は
避
け
る
べ
き
行
い
と
な
る
。

　

今
年
度
の
八
戸
三
社
大
祭
は
中
止
だ
っ
た
。
太
平
洋
戦
争

時
以
来
と
の
こ
と
。
山
車
作
り
と
は
、
山
車
を
作
る
と
い
う

だ
け
の
こ
と
な
の
か
。
そ
の
答
え
は
半
分
はY

es.

一
方
で
は

N
ot only yes. 

だ
ろ
う
。
八
戸
三
社
大
祭
の
山
車
を
作
る
と

い
う
行
い
に
、
ど
れ
だ
け
の
時
間
の
層
が
重
な
り
、
ど
れ
だ

け
の
手
数
が
重
な
り
、
ど
れ
だ
け
の
創
造
力
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
の
か
想
像
し
て
み
よ
う
。
今
回
の
教
材
作
り
は
そ
の
様

な
考
え
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

参
加
し
て
く
れ
た
山
車
人
の
多
く
は
ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
40
。

彼
ら
が
少
年
時
代
の
頃
に
は
中
心
市
街
地
に
は
７
軒
、
少
し

自
転
車
で
足
を
伸
ば
せ
ば
16
軒
の
山
車
小
屋
が
あ
っ
た
と
い

う
。
今
回
、
鬼
の
頭
部
を
製
作
し
て
く
れ
た
朔
日
町
の
中
居

林
義
直
さ
ん
は
中
学
生
の
頃
、
山
車
作
り
に
参
加
し
て
い
て

先
輩
に
波
型
の
取
り
付
け
方
法
を
聞
い
た
ら
「
教
え
て
や
る

か
ら
付
い
て
来
い
」
と
言
わ
れ
て
、
近
く
の
波
が
上
手
な
、

し
か
し
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
は
ず
の
山
車
小
屋
に
連
れ
て
行
か

れ
「
こ
こ
で
よ
く
見
て
お
き
な
さ
い
」
と
置
い
て
い
か
れ
た

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、

波
板
の
教
材
を
製
作
し
て
く
れ
た
下
組
町
山
車
組
の
市
澤
伸

乃
佑
さ
ん
は
、
20
年
ほ
ど
前
ま
で
は
双
眼
鏡
を
持
っ
て
各
山

車
組
の
製
作
を
覗
き
に
回
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
あ
る
日
、
内

丸
の
山
車
小
屋
の
製
作
の
様
子
を
車
の
影
か
ら
覗
い
て
い
る

と
、
内
丸
親
睦
会
の
下
山
豊
会
長
に
「
お
い
、
こ
ら
、
ま
て
！
」

と
追
い
か
け
ら
れ
て
捕
ま
り
、「
見
せ
て
や
る
か
ら
コ
ソ
コ
ソ

す
る
な
」
と
嗜
め
ら
れ
た
と
い
う
。
強
面
の
お
兄
さ
ん
に
追

い
か
け
ら
れ
て
さ
ぞ
か
し
怖
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は

想
像
に
か
た
く
無
い
。
毎
年
夏
に
な
る
と
、
勇
壮
な
巨
大
風

流
山
車
が
27
台
も
練
り
歩
く
。
一
度
虜
に
な
れ
ば
、
少
年
の

憧
れ
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
も
凄
く
理
解
で
き

る
。
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
町
内
の
山
車
小
屋
の
ボ
ル
テ
ー

ジ
も
上
が
っ
て
い
く
。私
も「
当
時
の
」こ
の
街
に
育
ち
た
か
っ

た
。
本
当
に
羨
ま
し
い
。

　

さ
て
、
現
在
で
は
山
車
小
屋
は
大
人
の
事
情
で
続
々
と
郊

外
に
追
い
や
ら
れ
、
町
内
に
山
車
小
屋
が
あ
る
事
は
少
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。現
在
の「
少
年
」達
か
ら
は
遠
い
存
在
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
八
戸
三
社
大
祭
山
車
組
な

ら
で
は
の
地
域
資
源
で
あ
る
自
立
共
生
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
大
切
さ
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
事
で
、Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
で
は
も
う
一
度
「
少
年
」
の
心
を
持
つ
人

達
に
山
車
小
屋
文
化
を
近
づ
け
る
試
み
を
行
っ
て
き
た
。
一

昨
年
の
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
、
昨
年
度
は
残
念
な

が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た
が
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
Ｎ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

２
〜
八
戸
三
社
大
祭
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
、

そ
し
て
今
年
度
の
学
校
教
材
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん

で
き
た
。Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
は
移
動
式
遊
園
地

の
様
な
企
画
な
の
で
、
密
集
密
接
は
避
け
ら
れ
ず
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
集
う
事
が
許
さ
れ
な
い

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

コ
ロ
ナ
の
社
会
状
況
と
し
て
は
何
が
出
来
る
か
、

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
吉
川
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
も
繰
り
返
し

議
論
し
て
き
た
。そ
れ
が
学
校
教
材
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ

た
。
近
年
、
八
戸
三
社
大
祭
の
山
車
組
の
多
く
が
製
作
責
任

者
を
は
じ
め
と
す
る
世
代
交
代
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
事
も

あ
り
、
若
い
世
代
に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
れ

が
良
い
競
い
合
い
に
な
り
山
車
の
造
形
は
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
活
気
が
あ
る
。
今
回
の
企
画
で
現
在
の
山
車
作
り
の
あ

る
種
の
ピ
ー
ク
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
出
来
た
こ
と
は
八
戸
の
文

化
財
と
し
て
も
重
要
な
資
料
と
な
る
筈
だ
。
ま
た
、
こ
れ
は

単
な
る
造
形
の
教
材
で
は
無
い
。
子
供
た
ち
の
身
近
な
素
材

で
作
ら
れ
て
い
る
事
、
作
っ
て
い
る
人
た
ち
は
プ
ロ
で
は
無

い
事
、
そ
し
て
何
よ
り
生
き
生
き
と
作
っ
て
い
る
事
を
感
じ

取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
彼
ら
は
普
段
の
生
活
か
ら
山
車
に

使
え
そ
う
な
も
の
を
発
見
し
て
く
る
。
年
寄
り
に
な
っ
て
も

新
し
い
も
の
を
発
見
し
て
く
る
。
こ
れ
を
山
車
人
た
ち
は「
お

祭
り
目
」
と
い
う
そ
う
だ
。「
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
に
近
い
、
ま
た

は
同
じ
思
考
だ
。
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
は
学
者
や
研
究
者
に
は

必
須
な
視
点
で
あ
る
。そ
の
様
な
思
考
回
路
を
日
常
的
に
使
っ

て
い
る
人
々
が
街
の
中
に
沢
山
い
る
と
い
う
こ
と
は
面
白
す

ぎ
る
。
こ
う
い
っ
た
工
夫
や
知
恵
に
子
供
の
頃
か
ら
接
す
る

こ
と
の
出
来
る
豊
か
さ
に
是
非
と
も
気
付
い
て
欲
し
い
。

　

そ
し
て
最
後
に
。
約
10
年
間
八
戸
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
私
の
視
点
か
ら
感
じ
る
こ
と
だ

が
、
大
規
模
な
「
箱
」
作
り
が
益
々
活
発
化
し
て
い
る
八
戸

市
の
内
部
に
お
い
て
は
そ
の
表
層
と
は
裏
腹
に
、
八
戸
ポ
ー

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
滞
在
し
て
い
る
だ
け
で
も
、
す
る
、

見
る
、
支
え
る
と
い
う
関
係
性
の
形
骸
化
を
感
じ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
生
き
生
き
し
たstill life

な
八
戸
文
化
を
大

切
に
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
人
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

も
う
一
度
、
目
を
覚
ま
し
て
欲
し
い
。
消
失
や
忘
却
は
い
つ

の
ま
に
か
訪
れ
る
。
し
か
し
、
消
失
し
な
い
よ
う
に
す
る
事
、

忘
却
し
な
い
様
に
す
る
事
は
、
と
て
も
面
倒
な
事
だ
。
で
も

面
倒
な
こ
と
を
避
け
続
け
て
は
い
け
な
い
。

　

そ
ん
な
想
い
を
込
め
て
今
回
集
ま
っ
た
沢
山
の
生
き
生
き

し
た
作
品
の
為
に
手
作
り
の
「
箱
」
を
ひ
た
す
ら
作
り
、
八

戸
を
後
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
優
れ
た
中
身
の
あ
る
箱
で
す
。

ま
た
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
怖
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
あ
る
意
味
で
は
公
共
の
箱
も
の
で
す
が
、
い

つ
で
も
子
供
た
ち
の
た
め
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。
大
切
な
も

の
が
入
っ
て
ま
す
が
、
入
っ
て
い
る
も
の
よ
り
も
開
け
る
こ

と
の
方
が
実
は
大
切
で
す
。
う
っ
か
り
壊
れ
て
も
全
然
大
丈

夫
で
す
。
中
身
は
腐
り
ま
せ
ん
が
、
開
け
な
い
と
あ
る
意
味

で
腐
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

アーティスト・プロフィール

KOSUGE1-16　
　KOSUGE1-16 は 2001 年より車田智志乃と土谷享の美術家ユニットと
して活動を開始。現在はこれまでの活動コンセプトを引き継ぎ、土谷享
が代表して活動している。日常のありふれた環境や、現象、人のつなが
りから作品を生み出している。作品を仲立ちにして、鑑賞者が参加者に
なり、参加者同士、あるいは作品と参加者の間に「もちつもたれつ」と
いう関係性を創り出す。身近な場所で、アートが生活を豊かにするとい
う実感を、多くの人たちと共有している。「どんどこ！巨大紙相撲」は
全国各地に引き継がれており、コロナ禍でも，東京都墨田区では地域社
会を巻きこんでオンライン開催の試みが行われている。現在、高知在住。
国内外でプロジェクトやワークショップを行っている。
　2008 年、第 11 回岡本太郎現代美術賞 岡本太郎賞受賞。はっちでは、
2013 年「はっち流騎馬打毬」を開催。2018 年から DASHIJIN に参加。

2020年度

「箱と少年」
土谷 享 (KOSUGE1-16代表 )

▲教材披露内覧会に集まった山車組のみなさんと土谷さん（左端）大澤さん（左から２番目）
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鎧を作る

穴の縁を滑らかにする。 塗料を塗る。漆の代用品であるカシューという
合成樹脂塗料で撥水するようにする。

ひもを通す。

豪華に見えるようにひもの色を
工夫する。

つなげた鎧を人形に取り付ける。

完成。

兜はヘルメットをベースに作る。

鎧のパーツの形にボール紙を切る。 それぞれにハトロン紙を貼る。 それぞれにひもを通す穴を開ける。

倉庫や市場で活躍しているフォークリフト
が重い荷物を持ち上げるのと同じしくみで、
山車の動く仕掛けはできている。

フォークリフトと同じ仕掛けで、人形や彫刻
が迫り上げる。

このような動く仕掛けによって、人形や
彫刻がダイナミックにせり上がり、、沿道
の人々を楽しませている。

動く仕掛け

山車のパーツはこのように作られる参考6
よろい

4344

　

東
日
本
大
震
災
の
翌
年
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
、
は
っ
ち

流
騎
馬
打
毬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
映
像
作
家
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
三
社
大
祭
の
中
日
に
長
者
山
新
羅
神
社
で

奉
納
さ
れ
る
騎
馬
打
毬
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
手
作
り
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
１
‐
16
が
企
画
し
、
私

は
騎
馬
打
毬
に
登
場
す
る
馬
た
ち
と
人
間
た
ち
が
、
日
常
生

活
で
何
を
仲
立
ち
に
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
る
か
に
注
目
し
た
「
馬
と
人
間
」
と
い
う
映
像
作

品
を
発
表
し
た
。

　

そ
こ
で
の
気
付
き
を
元
に
、
同
じ
南
部
藩
沿
岸
部
を
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
巡
業
す
る
黒
森
神
楽
衆
と
地
域
の
人
々
、
魚

と
動
物
、民
話
と
大
津
波
の
歴
史
を
混
在
さ
せ
た「
廻
り
神
楽
」

と
い
う
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
２
０
１
７
年
に
完

成
さ
せ
た
。

　

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
の
只
中
で
、
久
し
ぶ
り
に
三
社

大
祭
の
山
車
と
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
に
着
目
し
た
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
時
、
自
分

が
グ
ル
っ
と
円
を
描
い
て
８
年
ぶ
り
に
八
戸
に
戻
っ
て
き
た

鮭
の
よ
う
な
、
不
思
議
な
感
覚
が
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
騎
馬
打
毬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
時
に
は
深

く
関
係
す
る
機
会
を
持
て
な
か
っ
た
山
車
組
の
人
た
ち
と
映

像
を
介
し
て
繋
が
る
事
に
な
っ
た
。

「
山
車
の
様
々
な
部
分
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
？
」

ま
た
「
ど
ん
な
姿
形
を
し
た
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る

か
？
」
は
た
ま
た
「
こ
れ
だ
け
大
が
か
り
な
山
車
を
真
剣
に

お
も
し
ろ
が
っ
て
作
る
大
人
が
な
ん
で
い
る
の
か
？
」
な
ど

な
ど
、
次
々
と
湧
き
上
が
る
謎
を
小
学
生
と
共
有
す
る
教
材

と
し
て
、Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
の
教
材
は
作
ら
れ
た
。

　

こ
の
謎
に
迫
る
た
め
、
私
は
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
者
が
手
を

動
か
し
て
い
る
瞬
間
に
、
わ
ざ
と
様
々
な
質
問
を
投
げ
か
け

る
事
に
し
た
。「
何
が
コ
ツ
な
の
か
？
」「
何
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
作
っ
て
い
る
の
か
？
」
な
ど
、
実
際
に
手
を
動
か
し

て
い
る
瞬
間
だ
か
ら
こ
そ
話
し
て
く
れ
る
言
葉
を
丁
寧
に
拾

い
集
め
て
、よ
く
あ
る
第
三
者
が
後
か
ら
付
け
た
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
映
像
教
材
と
は
別
な
、
制
作
者
の
実
感
が
語
ら
れ
る
教

材
に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。

　

そ
の
成
果
は
、
こ
の
映
像
と
縮
小
さ
れ
制
作
工
程
が
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
作
ら
れ
た
物
た
ち
を
見
な
が
ら
、
先
生
た

ち
や
子
供
た
ち
が
、
そ
こ
か
ら
何
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
る
か

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
祭
っ
て
な
ん
で
や
っ
て

る
の
？
」
と
い
う
、
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
謎
が
横
た
わ
っ

て
い
る
。

アーティスト・プロフィール

大澤未来　
　映像作家、映画監督。民俗学、人類学をベースに「生き物、自然、
宗教と人間との関係性」に注目した作品を発表している。映し
だされる映像と音の中から、人間中心の見方を広げて世界を実
感できる作品を生み出している。青森県八戸市では「はっち流
騎馬打毬」のプロジェクトにおいて、騎馬打毬に登場する馬た
ちと、その馬を育てる人々との日常的なコミュニケーションと
八戸周辺の馬文化に注目した３面インスタレーション映像作品
「馬と人間」を 2013 年に発表している。2017 年に監督した長編
映画「廻り神楽」が国内最古の毎日映画コンクールでドキュメ
ンタリー映画の最高賞を受賞。その後、海外でも上映が行われ
ている。また、国内の大学で映像制作に関する授業なども行っ
ている。近年は第二次大戦期に日本と上海に滞在したホロコー
ストを逃れたユダヤ人の映画を制作中。

2020年度

24

総合学習ハンドブック
八戸三社大祭～山車作りのヒミツ

スポンジのような厚みのある素材と布を貼り合わせ、衣装のパーツを作る。

木の箱にスポンジをまいて身体の厚み
を出す。

衿をつける。

袖と同じように、鎧にもスポンジを
貼りつけて重厚感を出している。

冠の飾りなども、材料を工夫して
手作りしている。

さらに衿をつける。 帯と鎧をつける。 袖口にはスポンジを入れて厚みを
出し、豪華に見せる。

胴体の部分に衣装を着せる。 袖を着せてとめる。 はかまを着せる。

ひもで縁どりをする。 豪華に見える飾りをつける。

白く塗りつぶした人形の顔にエアブ
ラシで目や眉毛などを描く。

白目を塗る。 黒目を描く。

目の中の虹彩や光など、細かい
部分をていねいに描く。

髪の毛の束を生え際からつけ、釘でとめる。

筆で睫毛を１本ずつ描く。 眉毛も生え際を１本ずつ描く。 唇を塗る。

人形の頭を作る

人形の衣装を作る

山車のパーツはこのように作られる参考5

20

総合学習ハンドブック
八戸三社大祭～山車作りのヒミツ

岩の形を作る

＜蔓や竹で形を作る＞

ツタやフジヅル、竹などを曲げながら
木組みにとめる。

段ボールを木組みに合わせてちぎる。

新聞紙を小さく切って、障子貼用
ののりを刷毛で塗る。

全体を白で塗る。エアブラシを使って
まんべんなく色をつける。
※苔の緑色をあざやかに見せるために
下塗りをする。

おがくず（木くず）に緑色の塗料と
木工ボンドを入れて混ぜ、苔を作る。

岩に投げつけながら、苔を岩につけ
ていく。

投げて貼ることで、苔が飛び散り、
苔が自然に生えている感じが出る。

完成。

※岩から流れ落ちる水は、
ひも状のスポンジを貼って
表現。色を塗って完成。

苔の緑色をところどころに塗る。 苔の部分を残して岩の茶色を塗る。 さらに一段暗い茶色を重ねて塗る。
※昔は墨で黒く塗っていたことも
あり、八戸の山車の岩は黒っぽい。

新聞紙を蔓や竹、段ボールに貼り
つけていく。

ハトロン紙を小さく切って、新聞紙の上からしわにならないように
貼りつける。

形を整えながら木組みにとめる。

交差するところを針金やひもでとめる。 全体のバランスを見ながら形を整える

＜段ボールで形を作る＞

＜紙を貼る（共通）＞

紙貼りへ

紙貼りへ

岩を塗る

山車のパーツはこのように作られる参考1

なぜ祭りをやるのか？
を問い続ける

大澤 未来

▲サンプルが提供できない、人形の顔の
作り方や衣装作りと着付け方などは映像
に記録し教材映像として制作

▲山車が迫り上がる仕掛けは、
フォークリフトに例えて、わ
かりやすく解説している。

▼映像では、各造形物を作る際のさまざ
まな知恵や技を見ることができる

＜教材映像リスト＞　01祭り行列のはじ
まり　02山車について　03岩を作る
04馬を作る　05金具を作る  06 人形の顔
07人形の衣装　 08 鎧を作る　
09山車の動く仕掛け 10 花を作る

仕組み



4546

　

手
を
動
か
し
て
、
も
の
を
作
る
こ
と
は
楽
し
い
。
自
分
の
も
の
を
作

る
の
も
楽
し
い
け
れ
ど
、
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
よ
う
な
も
の
を
み
ん

な
で
作
る
の
は
ま
た
格
別
に
楽
し
い
。

　

山
車
小
屋
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
が
何
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な

パ
ー
ツ
を
い
く
つ
も
い
く
つ
も
作
る
こ
と
に
な
る
。
何
を
創
っ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
く
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
な
ぜ
か
楽
し
い
。

　

山
車
小
屋
に
入
る
ま
で
は
、
仕
事
の
こ
と
と
か
家
の
こ
と
と
か
、
雑

事
に
追
わ
れ
ま
く
っ
て
焦
っ
て
い
る
心
も
、
手
を
動
か
し
て
い
る
う
ち

に
、み
ん
な
が
黙
々
と
何
か
を
作
っ
て
い
る
空
気
の
中
で
、浮
き
足
立
っ

て
い
る
心
が
鎮
ま
っ
て
い
く
の
だ
。

　

あ
る
日
、
内
丸
親
睦
会
に
お
手
伝
い
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ
の
日
は

小
さ
な
菊
の
葉
っ
ぱ
を
作
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
師
匠
は
近
所
の
若
い

床
屋
さ
ん
だ
っ
た
。
長
い
間
、
八
戸
の
外
で
仕
事
し
て
い
た
が
、Ｕ
タ
ー

ン
し
た
と
い
う
。
人
付
き
合
い
の
き
っ
か
け
が
な
か
っ
た
が
、
山
車
組

に
来
て
み
た
ら
す
ぐ
に
地
域
の
一
員
に
な
れ
た
と
言
っ
て
い
た
。
手
先

が
器
用
な
彼
は
、
カ
ッ
タ
ー
捌
き
も
あ
ざ
や
か
に
、
菊
作
り
を
教
え
て

く
れ
た
。

　

も
の
を
作
る
場
っ
て
、
す
ご
い
。
普
段
な
ら
世
代
だ
と
か
キ
ャ
リ
ア

だ
と
か
、
な
ん
だ
か
ん
だ
面
倒
な
バ
リ
ア
が
人
と
人
を
遠
ざ
け
る
が
、

山
車
組
の
中
で
は
、
も
の
を
作
る
と
い
う
た
だ
一
点
に
向
か
っ
て
、
人

の
関
係
も
限
り
な
く
フ
ラ
ッ
ト
だ
。
若
い
人
が
年
配
者
に
教
え
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
で
大
人
は
大
人
に
な
ろ
う
と
す
る
。
内
丸
親

睦
会
で
は
、
高
校
生
も
女
性
た
ち
も
若
者
た
ち
も
お
じ
さ
ん
た
ち
も
長

老
た
ち
も
ベ
テ
ラ
ン
も
新
参
者
も
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
に
任
せ
ら
れ

た
仕
事
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
そ
れ
は
さ
わ
や
か
な
ま
で
に
並

列
で
、
ど
の
人
の
成
果
も
ち
ゃ
ん
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
、

私
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
感
動
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
空
気
を
醸
し
出

し
て
い
る
の
は
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
見
て
い
て
、
必
要
な
時
に
そ
っ
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
リ
ー
ダ
ー
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
山
車
小
屋
に

集
ま
る
す
べ
て
の
人
を
受
け
入
れ
、
認
め
て
く
れ
る
場
の
懐
の
深
さ
に
、

私
は
魅
了
さ
れ
た
。
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
合
う
場
で
こ
そ
、
人
は
安

心
し
て
生
き
ら
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
発
見
さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
ど
の
山
車
小
屋
を
訪
ね
て
も
、
そ
の

あ
た
た
か
い
懐
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
人
は
利
他
の
心
を
育
ん
で
い
る
。

寛
容
さ
を
身
に
付
け
て
い
く
。
根
気
強
さ
を
養
う
。
多
様
な
価
値
観
を

知
る
。世
代
を
超
え
た
つ
き
あ
い
の
良
さ
を
味
わ
う
。大
人
に
な
る
。若
々

し
く
な
る
。
自
分
に
向
き
合
い
自
ら
と
対
話
す
る
。
自
分
を
肯
定
し
誇

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
作
る
場
で
、
人
は
成
長
で
き
る
！
そ
れ
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
気
が
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
祭
り
は
規
模
が

拡
大
し
て
も
形
骸
化
せ
ず
、
そ
の
魂
を
失
わ
ず
に
祭
り
ら
し
い
祭
り
の

形
を
保
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

山
車
人
た
ち
の
営
み
に
は
、
作
る
場
を
持
続
し
て
い
く
た
め
の
Ｏ
Ｓ
が

組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し
て
、

こ
の
場
を
陰
で
支
え
る
人
た
ち
の
多
様
さ
、数
の
多
さ
に
も
驚
か
さ
れ
た
。

　

山
車
祭
り
を
継
承
す
る
こ
と
で
紡
が
れ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
目
に

見
え
な
い
社
会
的
な
資
産
は
、
何
か
と
生
き
づ
ら
い
社
会
を
ど
う
生
き

れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

八
戸
市
民
は
、
こ
の
祭
り
を
あ
ま
り
に
も
一
元
的
な
視
点
か
ら
し
か

見
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
祭
り
を
支
え
て
い
る
当
事
者
が
、

そ
れ
を
支
え
て
い
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
い
価
値
に
気
づ
い
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
思
い
が
、
山
車
小
屋
に
通
う
度
に
深
く
な
っ
た
。

　

な
ん
と
か
こ
の
価
値
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
体
感
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
場
が
で
き
な
い
か
と
、
リ
サ
ー
チ
を
経
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
始
め
は
造
形
的
な
関
心
が
大
半
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
こ

と
よ
り
も
「
作
る
場
」
が
地
域
社
会
に
も
た
ら
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

価
値
を
再
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
の
方
が
、
将
来
の
祭
り
の
継
承
に

と
っ
て
も
、
ず
っ
と
大
切
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
再
発
見
の
旅
に
私
た
ち
を
導
い
て
く
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
住
中
浩
史
さ
ん
や
縦
糸
横
糸
合
同
会
社
の
小
岩
さ
ん
、
山
田
さ
ん
、

三
塚
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

そ
し
て
、
価
値
の
再
発
見
へ
と
市
民
を
い
ざ
な
う
た
め
に
「
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
を
始
め
と
す
る
場
を
創
り
出
し
て
く
れ
た
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
１
‐
16
の
土
谷
享
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
払
い
た
い
。
山

車
組
の
み
な
さ
ん
は
「
山
車
」
の
台
車
と
い
う
制
約
か
ら
離
れ
て
、
自

転
車
動
力
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
を
、
物
語
の
世
界
を
体
感
で
き
る

造
形
に
す
る
た
め
に
、
い
つ
も
と
は
異
な
る
発
想
を
迫
ら
れ
た
。
山
車

組
の
枠
を
超
え
た
山
車
人
の
協
働
と
、
土
谷
さ
ん
、
住
中
さ
ん
、
北
條

さ
ん
と
い
う
異
質
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
も
の
作
り
を
行
う
人
た
ち
と
の

協
働
が
交
差
す
る
場
で
、
山
車
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
い
つ
も
は
考
え

る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
考
え
た
り
し
て
い
た
な
ら
う
れ
し
い
。
土
谷
さ

ん
と
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
通
し
て
、
山
車
人
た
ち
も
八
戸
の
山
車
の
様

式
や
自
ら
の
こ
だ
わ
り
や
山
車
造
形
の
本
質
に
つ
い
て
、
再
度
見
つ
め

る
機
会
と
な
っ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
。

　

土
谷
さ
ん
が
構
想
し
た
仮
設
遊
園
地
で
は
、
多
く
の
市
民
が
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
板
の
型
抜
き
な
ど
の
作
業
を
体
験
し
、
そ
の
出
来
映
え
を
一

見
強
面
の
親
方
た
ち
に
認
め
て
も
ら
え
る
喜
び
を
味
わ
っ
た
。
小
学
生

が
大
人
た
ち
を
乗
せ
た
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
を
回
し
て
楽
し
ま
せ
、

人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
喜
び
と
自
信
を
獲
得
し
た
。
土
谷
さ
ん
は
、
多

様
な
人
た
ち
の
関
わ
り
合
い
の
場
を
き
め
細
か
い
心
遣
い
で
創
り
出

し
、
山
車
小
屋
に
存
在
し
て
い
る
見
え
に
く
い
世
界
を
可
視
化
し
、
体

感
さ
せ
、
拡
張
し
て
く
れ
た
。

　

山
車
組
の
み
な
さ
ん
に
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
祭
り
本
番
以
上
の
労

力
を
費
や
し
て
い
た
だ
い
た
。
組
を
超
え
て
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
み

な
さ
ん
、
何
か
と
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
は
ち
の
へ
山
車
振
興
会

の
み
な
さ
ん
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

こ
の
取
り
組
み
か
ら
生
ま
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
教
育
委
員
会
に

引
き
継
が
れ
る
。
八
戸
三
社
大
祭
を
支
え
て
い
る
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な

力
を
学
ぶ
と
い
う
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
の
お
祭
り
教
育
が
、
八

戸
市
の
子
ど
も
た
ち
に
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

　

多
く
の
市
民
が
「
支
え
て
い
る
」
こ
と
を
誇
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
祭
り
は
地
域
社
会
の
人
々
と
心
を

共
に
し
な
が
ら
、
魂
の
こ
も
っ
た
形
で
未
来
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
だ

ろ
う
と
思
う
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、山
車
組
の
み
な
さ
ん
も
自
ら
を
「
山

車
人
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
間
違
い
な
く
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

山
車
小
屋
と
い
う
す
ぐ
れ
た
Ｏ
Ｓ
を
、
は
っ
ち
も
大
い
に
学
び
た
い
。

市
民
に
と
っ
て
は
っ
ち
が
成
長
の
場
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
運
営

す
る
人
の
居
住
ま
い
や
目
線
の
持
ち
方
こ
そ
大
切
だ
。
い
い
風
が
吹
き

抜
け
て
い
く
よ
う
な
、
フ
ラ
ッ
ト
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
場
を
、
私
た

ち
も
負
け
ず
に
創
り
出
し
て
い
き
た
い
。

作る場が地域社会を育てる～         の５年を振り返って

プロジェクト・ディレクター　吉川由美

５年間このプロジェクトに
ご参加、ご協力いただいたたくさんの皆様

ありがとうございました！

八戸ポータルミュージアム はっち
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